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本書は昭和15年山林局がE脈'し本會（興林勧から一般に頒布したものであり主すが、久しく

絶版の儘再版を待た恥て居りました所今回林凝共濟會で印刷され，特に一定部數だけを本會から

一般に頒布することになりました〃部數は限度があり豪すから至急に御申込Tさい。

林業經誉の損益計算は生産過程に於ける特異性のために、－般商工業經誉に於ける損益計郷と同

一に老へることはできない。

本書は此の理論を徹底的に究明した大著であります。
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林地の評償・從來に於ける林業損益計算の理論及び批判．林業計算の簿記嚴式等
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巻頭言
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世 論 の． 動 向
I

氷爾としては殆んど始めての試験と言ってよい泄諭調査を本年の2月に行った。今回は主として本誌の編集や侭

裁及ひ溌行回欺等の在り方につい軍行ったものである。その結果は詳細を別項に報告して居る通りであるが、之の

丙容について瞼討を加えると共と、併せて今後本曾が行うであらう各種の世論澗査に考へ及び度いと思う。

先づ今回の調査の結果を見て考へられることは、回答者數が總數で166名全曾員幽に對して僅か1.5％に過ぎず

職）て少くて充分に世論を代表したも･のとは言えないかも知れないが、回答者の大多数力誹艤に眞面目な回答を與

えられたことは深甚の敬意を表したい｡そして回答者の職域厘分から見て､略盈會員数の分布に正比例した回答數

勃鶇られ、叉地域的に見ても全國的に略燕一様に分布して居ることも今回の調査”上絞的正確に近いものであると

言える。この様な意味･に於て今回の調迩は回答戯は少かつたが、或る程度の目的を達し得たものであることは欣ぱ、

しい。

回答の結果を概括的に言へぱv本誌の在り方については、禮裁､内容等について慨して現伏でよいと言う結論が

得られるが､叉若干の政むべき黙があることをｵ鯛して居る｡例へぱ表紙を伽るくし、出來れぱ用紙をも少し上質

のものと“し､．又内容についでは之をもつと平易にせよとの希望が多く、圖表ば多い方がよい等である｡箪員に
最も興味を持って識まれる記事についても大要その趨勢が分ったから今後本誌の編集上には大きな示唆を得られた

と言えよう。

此の標にして今回は本誌の在り方について會員の要望が略埼明確にせられたことは大きな收獲である｡今後極力
此の要望に添ひ得る様努力するごとを誓うものである。

0 凸

此の11k論調査は今日日本の各界に於､て殊に各種企業燈や團鶴の運誉上の指針とし乞重覗されるに至ったP.R."

動の軍要な一要素ともなって居るものである。殊に木曾の様に老大な曾員数を擁する曾團にとってはP・写.運動が

極めて爾大なことであり、曾務を運醤するためのﾕｰ･の重要な方法であらうと恩はれる。木曾としては今後努めて曾

の内容を曾員に公表し充分にその賞態を知ってもらうと共に、曾員の意向や要禦を最大限に聴取し、それに從って

本働を蓮管し､膜に會員のための曾團とし:亡進路を郷､て行かなければならないと思う。
此の嫌な意味に於て今後屡盈世論調査を行う必要も起って來ると思うし、叉更にた鱈木曾の蓮誉上の象に止らず

炭く林業、林政の各種の問題について1II輪調査を行ひ、之を吾盈林業關係者の朧として訴え、林政④推進や林業の

振興に害輿することも木曾として重要な使命であらうと老へる。

それにしても成る可＜多くの回答を得、叉膜鎚な態度を以て回答を寄せられるように、曾員の絶大な協力をお願

ひする次第である。（私原記）
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間伐に關する一考察

中村賢太郎 、◆ |’''一 －

ているが、他に催勢木と劣勢木とのわけかたを論議した例

を知らない。 ，
わが國の森林の如く樹高が局部的に著しく違う場合に

は､優勢木と劣勢木とは隣接木と比較して主観によって相

對的に唾別する以外に名案がないと思う。

第1級木と第2級木との麗別はさらに面倒になる。完全

無紋の樹木は稀であって，第1級木といえども多少の赦黙

があることは営然で第2組木との間に明らかな差はない。

從って職型級にB胴-る個人差は想像以上に大きいのが普通

である。

樹型級は理論的には一定の基準に從って客捌蜘こ査定す

べきものてあるとしても．實際には周園の樹木との相對的

の關係を考慮せずに査定することは稀であると思う。たと

えば第1級木として恥ずかじぐない優良脚；す‘くない森林

では許償のレペルをさげるのが常識喧あり、また優良樹が
多L暢合には採軸がからくなるのが人情であろう。極端に

いえば確資に伐り残される樹木だけが第1級木になること

がないとは限らないざ

．隣接木を見渡してから樹型級をきめることになると、局

部局部によって(たとえば谷間と尾根とでは)査定の漂準
がかわることになるが,理論上は樹型級は客槻的に査定す

べきもので、第1級木は一定の標準による黄絡試鱗に合格

するものでなければならない。

そうなると選木と樹型級との間に甚だしい矛盾がおこる

鋸それがある。

樹型扱による間伐は養格試験の成績を華礎として選抜試

験と同じように虚理せんとするもので､しかも聯にはそ
の惟置を動かせないという特質がある濃けに，無理が一暦

甚だしくなる。從って樹型級による間伐を適正に賛行する

には特種の専門教護と多年の經數とを必要とするため、技

術でなくして蕊術であるといわれることは不思議でない。
G

樹型級の査定が面倒であり、しかも苦心して樹型級を賦分

しても、選木が別の見地にもとづくものとすれば、何のた

めの樹型級であるかといいたくなる。たとえばB種間伐の
夛

際に第1級木だけで本敷が多すぎることもあろうし、第2

級木の大部分を伐れば疎開しすぎることもある。そうなる

と樹型級を考えずに隣接木と上上鮫しながら窪木する方が却

って便利である。

間伐には特種の高級技術を必要とするというが、普遍性
がなければ技術として慣値がない。筆者は間伐資行の經験
がないゆえ、間伐を語る謁俗がないといわれるかと思う
が､素人には素人とじての意見や主張がある。毎年學生渡
習の際に間伐を實行させてL･る。近年は講義開始前に磁習

を鶴し､現場で間伐の要旨を説明して直ちに選木させてい
るが．毎年の間伐成績は大同小異であつで､驚くような間

伐を蹴行したダラスはない｡すなわち間伐を眞に理解し,て
いる技術者はすぐないというが、ある程度の間伐は素人で
も夜行できるようである。

間伐は樹型級を基礎として窪木すること笏謹然である。
しかしながら樹型級だけで伐採木をきめることは必ずしも

適営でない。

試験には資格試験と選抜試職とがある｡賓絡を査定する
ときは､合締者の人敷や受験者に對する合格者の比率を老
職することなく、一定の成績を得たものを合絡者とするの
が普通である（合絡者の多少をながめてがら、合絡に要す

る最低黙數を増減することは正しいやりかたではない〕･從
って問題の難易や探黙の蕊準力頼大な關係を有する。これ

に反して蕊抜試験では一定人員の合緒者を選ぶことが主目
的であって、黙數のよLあしは原則として問題とすべきで
ない。

樹型級をきめるときにはあたかも黄絡試験のための採職
℃あるかの如く論議されていあが､間伐そのものは選抜試

鹸に相溌する6しかも林木はその位置を動がせないとい‘う
‘特徴がある。すなわち選抜試験ではあるが、合絡者を各府

縣へ若干名ずつ割りあて､さらに地随別に特定の市町村か

ら避びだす場合に似ている。從うて樹型級通り雁選木でき
ないことがある。すなわち配磯の淵係上、優良樹が伐られ

たり、峡鮎のある樹木が伐り残されたりすること力診らし

くない。

ここで考えなければならない鮎は、樹型級は客捌的にき

められるかどうかとE､う問題である。

優勢木と劣勢木との差は樹高によるものとすれば客卿狗

にきめう､るはずである．ドイツのWic11tは樹筒の絶對値

を用い､3mごとに樹高級を数階級にわけることを提唱し

《
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（華者。農博・東大農學部謬授〕
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中村： 間伐に開する一考察－－

大ｲ談一氏(東京紘友2絵2號昭和24年)が洲査せる如く
樹型級の査定は個人によつ､て著しく違うことがあるにかか

わらず、逵木の結果は大同小異であるということも起る。

要するに間伐木の選定は樹型級そのものよりも，むしろ

林木の配置に注意して森林の調和をはかるように鑿木する

ことになるが、銅*の調和とは何を意味するか明らかでな

‘ く、間伐が名人塗を要求する限り普及性がない。

ここにおいて間伐は何のために蜜行するものであるかを

再橡討する必要がある，

森林を健全になし､間伐收入を得ること芯重要であるが、

間伐の主目的は成長促進による收穫増加にあると思う。す
なわち直接には直座成長をさかんにすることを目的とする

が．次のよう~にわけて考えることができる。

へ 1．金員收穫を多くすること。ただし間伐收入は後償を
計算して加える。すなわち優良材をなるべく多く生産する

ことが必要で､従来は優良材の生産に努力していたが､近
時は材積成長量の多少を重くゑる傾向がある。しかしいつ

の時代でも優良材は高く評偵されるであろう。金員收礎は
經濟情勢によって甚だしく調上するゆえ､比較が困難であ
り、施業者が材積收穫を基礎として經濟情勢を参酌して間夕

伐その他の方針をきめる以外に解決紫がない。

′霞材積總收藍を多くすること。ただし間伐收溌は4，連
木が多く、箪債がやすくても後債は多額になるというが、

1回の伐採材積がすぐなく搬出費がかさむため、一般に

立木償格がやすく，赤字になることもある。伐期に近くな

れば軍償は高くなるが、特に有利に庭分できる場合のほか

は‘主伐前10年間内外は間伐を資行することなく､主伐當

時の本數及ひ瑚穣を字こしでも多くする方が概して有利で
ある。

一 3． 主伐材積を多くすること。間伐を弧くすれば直径成
長がさかんになって、林齢の割に直径の大きい木材を生産
できるが､間伐材積を含む總收穫は増加しても、主伐材斌
はすぐなくなる傾向がある｡すなわち立木本数力参い方が

主伐當時の立木材積がふえるよ;である｡從って主伐の際
には間伐が手遅れであるといわれるほど密生させることに

ｰは一理があり、特に伐期齢が低い溌有林では、ほとんど間

伐を實行することなく、主伐のころには麓くほど過密にな

っていることがあるが、間伐を集灼に賓行せる栽淋よりも

有利になることも考えられる。
D 守■

4．利用材積を多くすること。經濟上重要であるのは材．

稜收礎の多少でなく、利用可能材積を増すことであるが、

木材の市償が騰貴したり、搬出の便がよくなると、利用で

きる材稜力婚加するため、經濟事情に支配されて取扱上不

便であるこ.とは金員收謹に似ている。たとえば立木；獺は
同一であっても、直經が大きいほど利用材籏が多いゆえ、

，強度の間伐が有利になる傾向があ為。ただし伐期が低い

どきは間伐剛械總收穫を埴すとしても、利附櫛績は増加
するかどうか疑わしい。 .

． 要するに侭値の高い木材を多迩に生産すべきで，數斌を

多くすべきか､材質の侭劣に重きをおくかによって間伐の

方針がかわってくる。いわゆる優良材は年輪密度が均等に

近いことを必要とするため、伐期齢が高い場合には幼壯時

の間伐を弱くして、壯齢以後の間伐を狼くするを可とす

る。侭値の高い木材を多過に生産う弓るには、肥沃地では強

度の間伐を有利とするが、間伐付の立木憤絡がやすいとき

は材穣總收漢はすぐなくても主伐材溌を多くする方が有利
であろう。

‐しかし遜時主伐材機の多少をあまり重く見ることは行き

ずぎであって､利用できる材菰の總收礎を多くし、かつそ

の単個を筒めるように努力すべきである｡・

將來木材飢謹がくるとすれば，眼度の間伐によってなる

べく早く利用筵きる大さに達するようにすることは有意蕊
である。

要するに樹種･地紘･生育状態などを韮礎とし、生産の

目的に態じて迩溌の伐期齢を定め、間伐の標準を示永こと

は甚だ困難であるが、目標なしに間伐を蛮行することはコ

ンパスなしに航海するに等しい。

約20～30年前すなわち大正末期から昭荊I初年にかけて

懇度間伐力謹行されたことがある。カラマツ林や肥沃地の

スギ林では好成績であるといわれたが、近年國有林の間伐

が弱鹿になったのは何故であろうか。次のような理由が考

えられる。

1．間伐が弧くなると、立木本数が鐙だしくすくなくな

って．主伐材磯がへる傾向がある。

2．間伐材瀕は増加しても、間伐材は必ずしも有矛朧虚

分できるものでなく、間伐收入は意外にすぐないことがあ
る。

3． ヒノキ林・幼齢のアカマツ林･辨地のスギ林などで

は湿度間伐は弊害が多い。

4．間伐が手遅れになると被藤木ができて外捌は貧弱に

たるが､優勢木の發育が甚だしく害されない限り材稜成長

鐘は必ずしもすぐないわけではない。特に"m齢が甚だ低
ﾛ 旬

いときは弱度の間伐を有利とすそ傾向がある。

5．枝打が弧くなり、立木本数をへらさなくて‘､ある
程度まで欝閉を調節できる。特に私有林では枝打だけを磯

行することがある。

20～30年前の國有林では態度の間伐が箪行できないも

のは技術者の武幡がないとまでいわれたことがあるが、識

度の間伐が必ずしも溌期の成績を收めなかったのに反し

て､弱度の間伐しか資行しない私有林に立派に成林した老
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中村； 間伐に開する一考察
－

齢林がある｡一部の林業技術者は間伐を資行しないと林木 注意を要する。
､ﾐ育施ないというが、間伐をほとんど蜜行しなくても育つ 主伐の10年内外前に間伐を資行すれば、成長促進の蚊
ている例があることは事変である。ただし間伐が不必要で 果がすぐなく、主伐當時の立木材穣がへることがある。搬
あるという意味ではない。 ， 出の便が悪い森林では間伐材は立木慣格がやすいため､伐

間伐方法の適否を測定するととは甚潅困難であるばかり 期に近い森林では間伐をやめて主伐澗演を多くする方が有

でなく、伐期齢及び生産の目標（用途及び木材の大さ）に 利である。
よって間伐の方法力漣うべきものであるに趣よ､樹種･地 かかる事疫があ･るとしても､老齢林では間伐を必要とし
位.櫛.樹高.直經などに應じてそれぞれ適正の立木本 ないと考えることは誤っている。
数があるに相違ないというのが.本数間伐を支持する諭擬 現在残っている老齢林の大多数は間伐をほとんど喪行さ
である。 れなかったために立木本数が特に多い傾向がある。しかし

從前には間伐の強さは間伐木の本数百分率及び材積百分 ながら湿度の間伐を實行して育てられた森林は､老齢にな
率によって劉徴していたが､間伐蛮行前の立木状態に大差 っても祁営狸い間伐を必要とするものと考える。老齢林は
瀞あるゆえ、むしろ間伐蛮行後の立木本数を基準とするこ 成長力謹えるゆえ、幼壯齢林とは取扱をかえる必要がある

としても、適度の間伐によって直浬成長力謹えないようにとが獅生誠氏などによって提唱され．同氏は昭和17年に

適正本数表を發菱した。 努力すべきであろう。

要するに樹型級だけを信頼して選木す･るど、間伐が眼す 要するに迩當の間伐を資行して育てられた老齢林力稀で
ぎたり弱すぎたりすることがあるゆえ、適正本数を定める あるたや、60年生以上の適正本数が過大になったものと想
必要があるべく、特にヒノキの如く狸く疎卿-れぱ樹冠を 像するが,北村清潟氏の吉野地方スギ林の收繊表は参考と
搬張し､立米氷数がかなり減少しても欝閉が密になる樹種 する償値がある･同氏によれば間伐の繰返しは林齢の約6
では､適正木製の意識は一層重要になる。 分の1であって.本数において約20％､材職においておよ

適正本数を韮礎として選木する場合には､配置を重要覗 そ12~皿％を蝿している(本邦嶬的脳良林業第2鵬． 雲

することは當然であるが、できるだけ職撞蝿を参考とすぺ 大正13年)。

きである。しかし本數間伐は蕊術間伐と違って、經験のす しかしながら間伐の方法は伐期と生産の目標とによって
くない人にも賛行できることを特徴とするもので、適正本 違うべきもので、一定の適正本数へ近づけることは必ずし
数のきめかたが特に重要である。 も最適でなく、また適正本数のきめかたに問題が多いと信

わが園には信頼できる收獲表が稀であって､間伐が過度 ずるが.間伐技術を普及させるには氷数聞伐は適営である
であるにかかわらず､收鯉表の立木本数が驚くほど多く、 う。

現資との差があまりに大きい。60年生以上の立木本数は特 ‘林木の配登がどれほど重要であるとしても、韻境が局部
に多く、､老齢林ではほとんど間伐を賓行できないことにな 的に篭だしく違い､かつ林木の個性の差力落しいとすれば、
っており、肺生氏の適正本数もまた同様である。 ， 距離間隔だけで選木することは適職でなく、群朕間伐を主

適正本数力遜想的であるとしても､現實の立木本数と大 張する技i職がある革とは鴬然である。
差がある場合には、急速に適正本数へ近づけることなく、 I天然林には群落弱溝成が明瞭である例が多く、特に青森

徐為に溥くを可とする。 地方のヒバ・ブナ混交林はその傾向が著しいため、森林麟
狼度間伐の全鰯別には材侭において30~40％の間伐が 成群を単位とする施業法が發逹したわけである。しかしな

珍らしくなかったが､現在國有林では材積の15%におさえ がら植謝*では孤立状態で育てられ､群落的雛成が明瞭で
ているようである。主伐及び間伐の材穂合計がきまってい ないゆえ､群吠間伐はどの程度まで資行できるか疑わしい。

で､燗伐材職を増せば主伐材演をへらす必要があるため、 ． 要するに間伐ほ伐期齢と生産目標とによつ冒亡犬魁の方針
間伐手遅れの森林ではいつまでも間伐力溺すぎることにな を定め、適正本数を想定しながら、樹型級と群落的熊成を

る。 老職して選木-3-るを可とする。

中腹以上の間伐を最小限度にとどめて、谷間の肥沃地を 特甑の間伐として田中波慈女氏の日本式間伐すなわち品

瀕く伐採し､間{鯏械を緋の總材積の'5％にしている 種測伐がある｡墾求の際に不良品種を除くことは鴬然であ
例があるが､平地林ではかかる操作はできなL､｡從つ‘て間 るが､不良品種が礎勢であって､優良品種頒劣勢である場

伐の材績は林況に腰じて指示することとし、また主伐材職 合には‘,優勢木詮あまりに弧ぐ伐撫-れぱ、森林を破壊す
と無臘係に調節でき盆うに改める必要がある｡現在の立 るおそれがある1
木本数が適正本數と著しく違う場合には、特にその取扱に スギの如く品種の麗別がはっきりわかる場合には成長
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中村：間伐に關する一考察
= も

の悪い礎良品種を特に助長することもあるが、なるべく幼

齢時に海汰すべきであって、壯齢林において優勢木になれ

る不良品種を一時に狸く伐採すぺきで踵い･あばれぎ（暴

領）には材質の悪心樹木が多く、な愚ぺ<早く伐ることが

適當である。また交通不便の森林において經濟上やむを得

ない場合には主しとて磯勢木を伐ることがあるが､間伐收

入を第一綴として逃木3－ることは邪這であり、いかなる場・

合でも優勢木を伐りすぎることは危嶮である。

元来初期の間伐は淘汰を主目的として鑿水し､＃聯林で

は成長促進を主として臘伐を質行するのが常識であるが、

壯齢林に多歎の不良品種が(特に優勢木として〕存在する

場合には、これらを一時に伐採することなく、徐会に淘汰

すべきである。

品種間伐や群状間伐には味うべき黙が多いが、往盈にし

て欝閉をあまりに弧く破ることがあるゆえ注意を要する。

要するに間伐は適正本数へ錘づけることを第一義とし

て,群状間伐及び品種間伐を考慮して選木すべきであるが、

間伐を蛮行するにはやはり樹型級に關す為知識力顕要であ

る。

樹型級は間伐の方式によって違うのが當然であり、すべ

ての間伐方法に對して同じ樹型級を適肘兼ることは簡便の

たあではあろうが、合理的であるとはいえない。

A稲間伐にはKraftの樹型級の如く劣勢永をこまがく随

分するを可とし、優勢木を細別す器必要はない。

| B種間伐は第2級木の選びかたによって成績がきまるゆ

え、第2綱くをくわしくわけ為必恩勤;ある｡すなわ‘らわが

図の樹型級は理論的にば不完蕊であるが、B種間伐の蜜行

に慨であるようにつくられている。

c種間伐に適する樹型級はなく．樹型激と選木の標準と

が苅誹している。しかも適正本数を嫁壷して隣接木との優

劣を比較しながら選水することになると、樹型級を論議す

ることは勢多くして敷果がすぐない。現在は第1級木のう

ちどれを伐採すべきかを明示し･ていないが、これを客観的

にきめるような樹型級は考えられな､､。

上層間伐では樹型級はほとんど無意味になる。客霞的の
寺

基準すなわち賓絡試隙の結果である樹型級よりも、主減的

に立て木（主伐木）を趣ぶことが重要になる尋すなわち第

戦木のうち特にd-ぐれた樹木を立て木として鑿ぶが､林
木の配慨を考えることも必要であって､立て木は樹型級を

基礎としてきめ得るものでなく、技術者の主観に支配され

るところが多い。ただし理論はともかくとして､演際問題

としては立て木の所嘆本幽がきまるならば、個人による差

異は存外すぐないものと想像ﾖｰる。

各層間伐では照侭林の艶3級木の一部が下層木の第1級
木にな為わけであろうが、樹型級の森定が一層困難で、客

槻的にきめられるかどう刃疑わLい･

間伐試鹸地設定にはすべての間伐方法に楚涌できる樹型

級をきめる必要があるが、かなり無理な言錘昌である。

なすび伐りの如く間伐收入を主目的とする優勢木間伐は

事楕やむを得ない場合に限るべきであり、また霧炊i閻賊ぞ

品種間伐の如く、林木の配置または樹型級を超越せる間伐

は、蓮誉を誤って森林を破壊しないように注意を要する。

要するに樹型級の査定には難易の差があるが、できるだ

け槙霊に愉討して選木をなし、立木本数を考慮して逸|恥し

ないように軽戒ずるを可とする。すなわち樹型級をわかり

やすくし、樹型級を蕊礎とせる本數間伐を普及させたい。

林業では金員收謹を多くすることが重要であるが､將來

木材が不足するもの,とすれば國民經濟上は材積收穫特に利

用材穣を増すように努力すべきであろう。伐期齢が低いと

きは間伐をほとんど蜜行しないこともあるが、一般に(週F

精が許す限り間伐を強くして直煙成長をさかんにすること

が霊要である。一日も早く工蕊的伐斯齢に達するように間

伐を狸くする必要もあろうが､･大局から見れば木材を増産

するには材穣收礎最多の伐期齢に達しない森林を伐ること

は不可であり、さらに理財的の伐期齢まで待つことが常然

である。

間伐の狼さは成長促進の敷果いかんによって遼うが｡伐

期齢ど生産の目標とがきまれば林木の生育状態にもとつい

て間伐の方法をきめることが活きるはずである。

間伐は強弱がそれぞれ蓮うばかり種准く、下層間伐・上

層間伐・各層間伐の別がある。樹型級をきめることは錐だ

困難である'ばかりでなく、樹型級だけを基礎として選木で

きないことがあるゆえ、いわゆる樹型級間伐は郵悔間伐で

あるといわれることにも一理がある。これに反して本数間

伐は理解しやすいかわりに､林木溌いきものであり、森林

が生活協同魁であることを忘れる不安がある。その微熱を

防ぐには群状間伐が適當であ.り、さらに品種間伐を参考と

すべきであるが、これらも行きずぎると弊害が恐ろしい。
、

要するにこれら各種の間伐法の長所を集めて、中庸の蓋を

選ばれんことを所る。

樹型級は健否‘品種の優劣・幹の形質・成長の良否など

によって随分すべきであるが、どれほど苦心しても樹型級

だけを韮礎として理想的に選木できるものでないゆえ、本

数間伐を主艘として、参考と･してなるべく簡躍でわかりや

すい樹型級を採用するを可とするd品種の催劣ならびに林

木の健否及び成畳伏態が重要ではあるが.一般には樹高と

幹の形質と樹冠のよしあしとを吟味する必要があるゆえ、

たとえばSCMde]in氏の樹型紙を採用するを便とするであ

ろう。す欺わち3桁の独学を用い樹高を4級にわけて百位

で，幹詑_b中-ドにわけて十位で、樹冠を同諜に3級にわけ

_鍾画
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中村：間伐に關する一考察

できないゆえ、これを再検討して適正本数に開する養料を

廣く集めることが急務である。

適正本敷は樹種・地位･林齢.樹高.直浬などによって

違うばかりでなく、伐期齢や生産の目標などによ‘って錨こ

すべき･ものと考える。すくなくとも伐期に近､､森林は適正

本数よりも多い方が有利になることがある。

伐期齢30年内外のスギ林業では、枝打と除伐.(すてぎ

り）だけで､間伐を澱行しないため甚だしく;蹄になって

いるこどがある。

伐期齢が高くな為に從って間伐が必要になり、50～60年

の場合には肥沃地のスギでは30－40年生ごろに獺度の間

伐を資行すべきであろう。

80～100年を伐期とする場合には、吉翻ﾎ業（北村清治

氏の收撞表)を参考とずべ〈、間伐を控え,目にする方が適
當であると思う。

ヒノキ林は間伐を弱くして枝打を溌行するを河とする。

樹型級を難礎とする塗術間伐と比較すれば、適正本数へ

近づけんとする本数間伐は賓行しやすいが､適正本数のき

めかたが面倒であるばかりでなく、林木の個性特に樹型級

及び品種ならびに隣接木との關係(群落的職成）などを十

分に考慮する必要がある。

て一位で示している、たとえI"423は最下層木で、幹は中

等であるが､樹冠に大きい峡黙がある。（中村､育林學原

論303頁､。 ､

幼齢林の間伐は淘汰本位に限るが､ル蝋淋では立木本数

ずなわち配慨を第一として、樹型級によって隣接木との優

劣を比較して逃水する。品種や健否などに注意することば

當然であり、群落的構成を考慮することも必要である。蓑

た中下厨木中の優良樹〔211,311など）を助長して林冠を

複雑にすることもある。從來の樹型級を基礎とする間伐を

理想的に渡行することは容易でないゆえ、樹型級を簡単に

なし、適正本数の知識を炭あることは、間伐を普及させる

近道であ為。

特穂の間伐にはそれぞれ十分の意蕊があることは明らか

であるが、ややもすれば行きすぎの弊害があるゆえ、一般

には一腱立木本数でおさえることが適當であろう。しかし

ながら適正本数を求めることもま進甚だ困難であるゆえ、
本数間伐を一秀に弧要することには賛成できない。

要す．るに各種の閣伐芳法の利害得失を十分に稔討するこ
とが璽要であり．立木状態の特徴と生産の目標とを考慮し

て、それぞれ適當の間伐方法を選ぶべきであるが､道は中

膳にあることを忘れてはならない。わが國の收礎表は信頼
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米國の森林事業に於ける自由企業
け？

XClE提供)一9

壇

教育力と個堂の進取の意氣が米國の小森林所有者にとって自己の所有森林を少しも殴損ぜずに、よ

り多くの林木を増産するために大いに役立って來た。その方法は極めて一般的に用ひるととができ

るものである。

W.B・Greelyグ

編築室註：木綿はATneri"nFOreStSに登載された論文で米國パルプ材協會のr950年2月總會に於け為

W､B.Greely氏の撤識の抄録である。

釆國に於ける民有林企業の指導方針に‘ついてその一端を知るこどができよう。

筆者は米國山林局の前局長であり、叉現在米國林達工業連盟の會長である。

本編はN.R.SのC.r.Eから特に本誌の篤めに提供されたものであることを附記する。

今

4澗積森林所有者に對してその林木を生育させ又保全を

計ることを納得させる測繼に於て法規的に取締るか芯自由

企業に委ねるかの問題は米國では長らく論議されたもので

あるが弦10年の間は自由企業に利益となる巖に解決され

て居た。此の成果は森林の保全を企る地方的叉は國家的の

多くの企識と、より良き森林施業への數為の誘因との進歩

が輿って力あったのである。此の發展は皆共通な目的と同

様な成果を得たけれども、その間には他界の何れの地方に／
於てもその地方夫盈の特殊な要求に即應するだけの榔蕊を

有する計譜を見出し得る樫の大きな淵違熱がある。

森林工蕊學や技術は他の國から移入されたものであるか

‘も知れないが林業政縦は之が蜜際I亡成功した國自身濁特の

ものであゐに相違ない。其の政策は森林に對して必要以上

の多くのことを考慰せねばならないし､又國民の心理､､政

府と國民相互間の一燈と成った關係､經濟事業をする動機
及び天然資源と共に生活して居る入鐙の多皐の經騒を明白

に示すものでなければならない。

釆國農業の類著な業綬は、不經濟な森林伐採に對して、

自發的改革に依る集約利用と天然資源の培養に就いて林業

に對する或る規範を示したのであった。農業に於ける釆國

の進歩ば土地生産に關係ある大學(1andgrantcollEgeS)

農業試鯛､(agriculturalexperimexitstations)及び技術普
及局及び土鯉保全局<theexirnsionfmdSoil ,conser"tion
gerviceH､， と艇家で組織された公共企業鰐などに依ったも

のである、夫等の規定類は自由意志に基いて作られて居

る。そして土地に依存して生きる人の世襲財産の保全を企

る教育は成功した。自由企業に於ける工業的傾向と不獣に
進歩して居る工蕊技術は米國内の優れた森林施業を促進す

るのに興って力があった｡最近に於てテキサス州のIhncSt

Kurth氏が南部アメリカ第一の市民であると推薦された、

此の名譽はKurth氏が技術の先躯者であり藤叉､危瞼を

胃して南部米國に初めての新聞紙工場を創設したことによ

るのである、此の新興産業の基本的な部分は會祉所有地に

於ける林業から及び、テキサス州の農家に厳く分布されで

居る数多の林木からパルプ材を生産することである。

此の様な米國林業に於ける自由企業の賓例はもつともつ

と繋げることができる､1918‘年の火災に依ってCloqutt村

は全滅し25蔦エーカーの森林を焼失してミネゾタ州の市

民達は北部米國の雑木と腿材.を利用すると云ふ新規の虚置

を識じたことに依って、彼等の町と其の地方の經濟を復興

させたのであった6釜くの所新興工業は工蕊技術と林業に

依って創り上げら･れたのである。

紙から14,000種の商品を創り叉､一人富りの消識量が

絶へず珊加するのを浦して居る技術は米國林業界に力湿､、

刺激を與へたのであった。

過去20年間に於ける米國南部一帯に於けるバルブ並に

製紙工場の發展はその地方の森林所有者に普く有利な林業

の門戸を開いたのであった。米國西北部に於ても南部に於

けると同様に林産は、同じ様な經蟹方針の下に各種の異っ

た産物の完全な製鎧に移行して行ったのである。現今毛(説

合板､製材品、クラブ'･パルプ或は繊維板迄を同じ林分か

ら叉疫に同じ樹木から製造する迄にその作業は進歩し短居

る。或る装慨では樹皮がら合成樹脂粉や肥料迄も造って居

る｡ ‘

技術の進歩は漸次森林業の大賓本化を促遥しgて居る0樹

木の生長が事業の中の主要な部分となった。移動製制工濁

の時代は過ぎたのである。大規模の木材工業施業施設は原

料を逐って移動することは不可能である。其の經濟的＃職

『
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米國の森林裏業に於ける自由企業(qm提供）

の巧ゑな漣蕊を以て行はれて居る。
p

他の多くの州韮も管内森林の評便や伐採木表示を無健E
施す様厳組織が出来て居る。米國南部の南カロライナ剛と

ヴアジニア州では森林所有者の蜜費支癖で伐採木の撰定表

示を行って居る。州公吏は亦伐採契約の見本林を備へ林地

所有者が買手を見付けることに援助を與える。雨州共此の

資際的助成の要求に應じ切れぬ程である。

改良された林業普及の興味ある一例ほ､多くの州が法規
を制定しと地方條令や奨勵制度に依って林木の生育を助長

しようとしたことであるb最近'0年間に目斑まされた關

心と、聯邦統制の弧制とは13州に對して私有林地の施業

改良の企謹に蒲手する嫌に導いた。此等の解決方法は事業

の民主的過程を例證し、趣旨に於て夫為大きな相違鮎を示

して居る。 ‐

4州は伐採規定を訓令として制定した。中西部のインデ

ィアナ州では露天堀炭鍍の堀跡に残された土の堆積地に植

林することを規定して居る。此の規定に基き23,000,000本

の木が植栽された。東海岸のメリーラヱド州では地厘委員

會の林木伐採規定に州政府の明確な法律上の指示が輿へら

れて居る。

他の州政府でも森林所有者に林木の育成を蔚溌号する爲種

種な手段が探られて居る。4州に於ては林木育成の代償と

して租税_l:漠大な恩典を與へて居る。南部のルイジヤナ州

では750,000エ屋カーの造林契約地があり、ミネソタリ'I,i

は172,000エーカーの補助金交附の森林があり、ミゾリー

州には97,378エーカーの森林適地がある。止鐸の111,1の夫

夫では契約した林地所有者は將來の伐採時に課せられる股

謹税も含み櫛めで低廉で胤心づ固定された地租の恩典に浴し

て居湯。

猟溌制度の威力をかり:亡林木の育成を企る最も狸い振興
方法は何れの州よりもニュー'ハンプシヤ州が1949年度に

､於て收裡蛍に雑いて全林地に主我を課した時のことであ

る。その地方委員倉の伐採規定に從つた或る森林所有者は

標準10％對して7％の收穫碗を納めて居る。此の税額は米

國のどの地方のよりも林業に對して償はれた最惠の皆伐税

である。

ニューヨーク州臓諸碗の上では何等割引の恩典は與へて

届ない力鋤方の森林規定を迩守する所有者に懇切な數々の

技術的支援を輿へろことは他州より秀でて居る。組合員は

伐採木の選定、取引上の助言、遥林等凡ゆる森林問題につ

いて州の無償援助を受けて居る。カリフオルニ刊､lilは地方

森林行政の殆ど鈴壁な組織を有って居る。

地方委員曾は森林伐採規定を制定して居る。その地方の

森林所有者は全員力戦の規定に蓑否の投票龍を有つ･森林

面識の2Aに該術する議成があり胤つ、州の森林委員會に

にとっては安定した木材の供給が不可敏のものである。

1945年の米國政府の木材調査に依ると大規模な森林事

業家に依る立派な林業經誉の傾向力鎭く現はれて居る。即

ち米國東部に於て147の經濟林が保談作業を保って居る。

米國西部では經濟林の'/3 .は人工造林地であり、その大部

分は保談作業が行はれて居るのである。

400蕊の4m散森林の施業はそれ程良くなかったが､数

年間に次第に改良されて行った。此の進歩の基本的理由は

小森林所有者の森林保全に對する教育の良かったことと、

各種の地方的版啓蒙通勤であった。

小赫緬有者に封ｻｰる教育は米國に於ける銅ﾎ保全運動、

の鍵初のものである｡来國土地保全局は1935年に最も新

しく且つ賞際的な森林激育を鱈に施した。そして現在で

は土珊呆全局管内の全避家は自己の森隊に對して作業慧鴎

を有ち且叉その計謡を礎行するのに專間的な助力者を得て

居る。現在の;土地保全局は120,000,000エーカーの林地

を管轄して居る。12,000,000エーカーの遥歩した伐麗と

700,000エーカーの人ﾕ蕊割*地力撮近の計謹に含まれて居
る。

米國政府の管樵下にある潤撫として全國を通して375人

の林務官があり。小森林所有者を教育したり、その相談に

預って居る。1949年に之等の林務官は.125,000,000本以

上の木を新値の篤めに配布した。

鋤贈及局23,000人の地方指導員を夫埼擴當地唾あ林

業發達の助成に當るために登鎌した。東北のニューハンプ

シャー州では現在農業技術普及局林務官が各郡に居り、そ

の州のあらゆる地麗に800もの催良林業見本林がある。

米國山林局の地方試験場と其の散在する實験林は林分の
森林經誉の埜本を激へるのに著しく進歩した技能を備へて
居る。米國に於ける洩利的な林業の代表的な見本林はアル
カンサス州の南部中心にある"FarmIjworty〃施業である。

森林の最大生長率を保持し且つ林業が有利であることを資

證する爲め毎年或る小林分の伐採を行って居る。毎秋年間

收獲量が公道の傍に雀立てられ全郡民が之を見に來浸ので
品る°其虚には私丸太の雄、パルプ材、護謨樹や窪丸太の

雛積、ヒッコリーの手巻束(IiiCkoryhandlebOltS)､や燃

料材としての低価値の束も多少はあるのである。菰積毎に

その数量と侭絡が示されてある。

聯邦の共同計護による375人の林務指導官に加べて各州
で280人の林務官が同様任務に就いて居る。

20年前の防火顎業が斯くあった如く調氷經誉ほ現今の州

政府機職での最も活發な面である。東部のニユージヤシー

州では伐採木の半分は自由意志で州林業部の技術指導の下

に施業されて居る｡此の施業は公立指導所の林渉官の按術

奉仕と州で橡定撰任した經騒蝋かな伐採業者の經誉業務と

一〔
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米國の森林事業に於ける自由企業(cIE提供〕

認可されて始めて其の規定は效力を發するの垂ある。マサ

チユーセツト州は同､じ企識中でも最も濁犠r1.つ教育的な企

霊を有って型る｡森林所有者は何人と錐も、州へ届出て、

州から伐採計整の獅告を得た上でなければ年間40,000フ
ィート以上の木材を伐援することは出來ない。しかる後に

定められた計鐙に依るのであれば、所有者は希望するだけ

の数量を伐採し得るのである。

地方特有の發言樅と蝋富な識源に依り此の民主的な方法

は州から州へ次々と米國の林業政策を具磁化しつつある。

、 此等各州で探った手段は皆同一結果をもたらした。その出

發馳は租税の割引とか､地方委員曾に依る自治管理に依る

とか、成文法規に依るとか各種の方法がある力洞れにせよ

その結果は聰明な人なの自由撰撰に依る林業となるのであ

＝る。

近年､立派な森林經撰の指導は他の動磯一即ら將來原

・料木を供給することに於で木材の消蜜工業に商業的利潤が

うことである。此のことはすべての木材供給者に無償で伐

採量表示の奉仕をすることになるのである。

南部のパ,レプ科保存協曾は1939年より同じ様な企憲を

指導して居る。協曾の曾員を含み、24人の森林保全員が南

部の土地所有者に松を生育させることを激へ且毎年ぞの所

有者間に池,000,000本の苗木を配術する任務について居

る。之と似た機構でウィスコンシン州では近隣の林業家に

“明日の爲への森林”と呼びかけ,補給金制の林業や學校

林の將來を見越した教育的計謹を指導して居る。

米國林達工業連盟は25州20,000,000エーカーに亘り

F林場JClreeFarms)を磯成した。その内“米風の爲め

の林木”と云ふのが5つの州に組織されたのであった。起

源は異っても育林すると云ふ共通目的の多くの運動が耐第

二次世界大戦の初期の頃から芽萠えて居て、よ･り良き森林

事業を米國丙にもたらす狼力な指針と成って居る。

現在擴まりつkある森林經誉の普及は活氣に満らで居り

且自由活動の動力である。年盈、米國人をより愛林的國民

にして行くし、且叉より多くの樹木を育てL居る。此の毅

展進歩が今日迄のものと限ったとしても此等の潜勢力は他

界的に活用きれ得べきものであると云うことは明瞭毛ある
《中村貞成課）

あると云うこと－に依って一厭眠化された。大zP洋沿岸

のワシシトン州の或る-製紙蝿itは曾賦が原木を持って来
る地方にその職入討議を岡示した回)伏を配布して居る、そ

れは70：年生の〆グラ添・フアニの下にある第二次林分か

ら単に蓄績の30％以一ドの間伐材だけで足りるだらうと云
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（識）尾崎克幸

(1951年6月5日毒認可）

森林はテネシー溪谷の互大な基本雌資源の一つである。それは土壌、河湖、織物と共に、地域の献會的經濟的運命

を決する所の重要な基礎を形成している。

ホパソフレツトは、林業と流域保護上の森林取扱に開するテネシー溪谷開發公園(WVA)の事業について述べら

れている。

各種業務はすべて有機的活動を行ひ､現在の溪谷業務機關と研究所を張化して､速かに頚業の成果をあげる榛に織
成せられている。 ＜

、TVAの林業の責任は土地資源局長(theChiefConServationEogineer)と林務部(theDM8ionofForeStry =
Belations)にある。林隷部はテネシー州ノーリス(Noris)に在る。 1950年皿.隅A開發公團林務部

～ヘーンーピ～令』～～－－－_ヘヘーヘーヘニ､～-～--ぺ垂畠べ～-一一一一一一戸－－－－一
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二、林業の目標 b. 木材糖

三、綜合計謹 c・ タンニン

画火災は制禦し得る . d. 防腐虚理
~

‘五､林木j鯉の改善 - e. 小乾燥城
經誉の分析 f. 製材工場の研究

六、造林の30年 2．養源と工業の研究
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これらの涜ムと補助的蒸氣機關によって年間160億キ画
緒 言

時の動力を得ている。洪水季節の初期<1月1日)に於いて

テネシー溪谷開發公園(TlieTtnneaeeValleyAutho- 1100萬エーカー呪の貯水は洪水の調整に大いに役立ってい

rity)It1933年5月發足した。 る。1949年には河ﾉI止の輸遙貨物は約4億7000菖トン.マ

それは大統領と議會に直扇する三人委員會(athre←i”、 イルに達した。湖水邇遥のレクリエーション的利用を改善

boardofdirector8)をもつ地域公團(註1)である。 して、1570萬ドル以上の償値を生んだ。

この公幽を發足せしめた法律の序文には次の4つの主要 班UScleShoal8の化學工場－その中のあるものは軍需

厳目標が響かれている。 工場として第一次大戦中建設された一は､新改良肥料の

’． テネシー河の航行の便を改善して洪水を防止す．る事 發展のために政府の試験場と最新式磯械を作り上げた。
2，テネシー溪谷の遥林と流域の適正な利用を確保する その軍需工場への韓換は米國が第二次大戦に突入する殆
事 んど前夜に完成された9

'3・該溪谷の農業と工業の發展を確侭する事 しかし同等の重要性をもちながら、餘り知られ､ていない
4．國土の保全を確保する事 事は．テネシー河洗域2600萬エーカーに於ける土地議源

1933年以來本流上に9ケ所支流上に19ケ所の〆ムを建 醗震と、淵鍼保謹の面に於ける狸VAの綱領である。

設してテネシー河の流量は調整され航行可能となった、

ゞ慌慰鰯翼鰯:縦製鱸鴬鰯
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尾崎; T、V.Aの森林(1)

新鑛床が發見され、試堀され、溪谷住民の瀧目を浴びてい

る。漁獲と水禽賓源は新らしい水域の増加によって非常に

増大した。森林も溪谷資源の開發と流域保全計識上重要な
一

． 役割を演じている。

1400萬エーカーの森林は箪雁林産物收入のみによって、

地域年收に2億弗以上を加へている、しかし流域保護上の

敷果、風景的魅力とレクリエーション的便宜から得られる

無形の償値と輻誠は以上の敷用を凌駕するものである。

逵林と同時に良好な保護、經菅と合理的利用を採用すれ

ば､林産物の年收は4傭以上に増加し得ると同時に､無形

の敷用は更に増大するであらう。

〔註11TVA-aregion&llfederncorporationTVAは
政府の行政機關と濁立した政府に準ずる機能をもって

－いる地域團魁である。
（1951年度林業年鑑524頁参照）

一・溪谷の森林

テネシー溪谷は主として淡葉樹幣である。

諸種の樫が全林の約1/3を占めている。他の1/＄はhickoF

rieS,maPlCg,blackgum,yel1OWpoplar, ibla{:kWalnutG

dogwood,perSimmonbee(J1である｡残りの】んは針紫樹

でその大部分はshort leafI)ine, 1oblollypine,Virginia
pineである。

壁

‘ 山の頂上部ではwhitepine,11emlock,Sprllfe, firが見ら

れる。
●

溪符低部の河に沿っていldcypress(落孤松)一一南方

樹種一が生えている。

red-cederは、叉針蕊樹としては澱菰な簡類であ務。
溪谷林地の83％は私有林で公共有林“7％にすぎない、

その私有林は一般に辮II所有であって、750灘エーカーは

窪建500エーカー以下の所有者の土地によって南められている。
種煮の連邦管理機關が大部分の公共有林をw鵠してい

る、州有林は全部で25蔑エーカー以下老ある。

伐木製材事業は20世紀の初期に於いてこの溪谷の最盛

期に達した。

里山で伐採を苑がれたものは殆んどなかつだ，ために現

在では老齢樹は殊んど見られない。

過去の大製材工場はポータダルの小工場(移動式小工場〕

に席をゆづ灸。しかし小工場は大きさの不足を避で補っ

ている61946年の木材工業センサスによればテネシー渓谷

の125郡に5600餘の製材工場がある｡1946年には､それらの

工場這、14億ポードプイートの板と梁材(ties)が生産さ

れその額は6200萬弗に上った。其庭で側く人員は徽時1

蔑6000名に上りその賃銀は約2700蕊ドルに達しているo

その中のトップは．バルブ、紙、床板、家具、木材乾溜生

壷肋やその他大競の消饗物賓を製造する1234の林産工場

であ？て、1億9200蕊ぷルの賓上を得てL祭、そして27
000人に仕事をあたへ4400蕊ドルの捧給を麦競っている｡

二．林業の目標

河川の調整と利用に脇するTVAの綱領に從って､r|VA

林業の第一･の目標は適切に流域を保全し、最も效果的に洪

水を防禦するに至る迄に溪谷の林地を擴張主る事である。

第二の目標朧第一と同等の意義をもち叉第一の目標達成
rF

と同時に自動的に成就される事ではあるが､林産物、野生

鳥鰍及レクリエージョン的禧靴を不籔に最大限に産み出す

事である。生産林(productive foreSm)は叉流域の保護

に役立つものである。

灘定される專問的業務についてのくるならば、これらの

主要な､目標は更に意義のある、数値をもって測定し得る目

標に分けられる6

1．全林地は十分に火災から防護されねばならない。

これは火災による損害を減少せしめて他の普通の事業

危険率迄に近づける事を意味する、過去に於ける火災の

危嶮が除り大きかつたので、林地所有瀧を譲ったり、木

材業への露をさし控へたりlぷこ程であった。わづか年

間に全林地の5％が焼失した事がある。一般の關心は鉄

如し、國家の防火機關は、豫算と人が不足であった。防

火組織地幣でさえ、毎年焼けて、それは0.25％といふ

希望限界をはるかに越えた地域にまで渡がつた･

現在の)伏態は改善されたが滿足雄ものではない。

溪谷の林地約50％は十分か梨は-'一分に近い保護を加

へられてはいるが、他の14％は一應保護されているが

完全で'はないし、残り36％は何の保護も加へられてい

ない。

2＆ より多くの森林所有者が保綾生産的經誉を質施せねば

ならぬ。

林業經誉は大多数の土地所有毒にとっては新しい考へ

方である。彼等侭木材は計謹的に生産される收獲である

等と老へた事はなかった。木材生産を増大するとか、高

いレベルの下に保績生産をする万法を知っているものは

少ない。

丁度、農夫力難物や牛肉の増産の方法を知りたがって

いる様に、彼等も、その方法を知I準いと思ってL路。

しかし彼等はその智識を得る機會に惠まれなかったので

茜る。問題は教育にある。その根本錐は教育による他は

ない。

3．現在の未立木林地は造林されねばならぬ。

十分な立本を持っていないために、テネシ～溪谷には

100蕊エーカー以上の士地が現在も無生産地である。

かつて農耕に供されていた数10萬エー.カーの土地が

〉一-一 一一（11
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尾崎: T.V.△の森林<1) 、

侵蝕されつ＞あるも犬低の林地は天然に更新されるだら
うが､過去に於いて濫伐と火災を蒙つた犬面積は、現在

では只植樹のみが生産地に復霞する、唯一の確資な效果

的手段である。これ等こそ、流域保護の見地から最も注

目を要する土地である。

4． 刺憧物の合理的利用を向上せねばならぬ。 ・

今尚巨額の木材が不經濟に使用され､森林や工場で浪

饗されている。溪谷には市場償値の殆んどない劣等髄難
い

樹の過大な蓄蔽がある｡伐木遥材方法を改善すれば､地
域の林産物收入を大いに増加市るだらう。木材を昆織叉

は病菌から保謹ｻｰるために更に敷果的方法を用ふれば、

木材の涛命を延長し、垣杭(&ncepoSt)や建築用材の

償格を引き上げるであらう。製材工場で品等規整に一段

の考慮を排へぱ、製品償値を更に向上するであらう。

工場設備の近代化は、一日一人の生産量を増大し利潤
、

を高めるだらう。工場經誉の集約化は工場の浪費を明ら

かにし､その利潤を合理ｲ跨るであらう。

これらの目標を達成すれば、森林費源を更に生産的に

更に有利なものにするであらう。土地の保水鍵は墹大さ

れるだらう。最大の生産的森林は叉最良の地被物をあ雁
へるだらう｡この二つの使用目的の間には何等の矛盾ほ

ない。洪水を制蝶す為ために森林を特別に保識する必要

はない。た瞭諜林の保綴生産即ちより賢明な利用を脇れ

ぱよいのである。

三．綜合計叢

料藻ば溪符に於いては比較的新らしい事業である。郡ち

BiltmOre林業蕊炎は1898年西部蕊orth(Mrolinaに設立・

さｵ1挺し､國輔縦1911年ウイー〃法(theWeekslaw)
の議曹通過後間もなく、テネシー河上流艇購入された。し

かし州林務磯關はその發足以来おづか30年に足らなJ,。

顯著な進歩は婦近の10年間に爲されたものである。

現在溪秤の全機闘は同一の林業的目的に向って活躍して

い烏mlVA溪符にある7州の林務部価e"reStWdivi-

gion),農業普及局(theagriculturalextensionSerViceS)

豊銅崇試職場は、森林所有者や林産工業經誉者が、出来る

だけ速かに､.正しい森林開發の方法を採用する様に綜合的

な活動をしている”そしてその根本策は數育による他はな

い事に意見が一致している。

しかし林業を發展せしむるための激育的手段はこの地方

で試承られた方法の一駒つに過ぎない｡･國有林管理系統によ

って例識されな公共所有と公的謹菅は他の一つの方法であ

る｡第三の一般に公共機關によって採用されぢ方法ほ直接
の指導叉は敷種の椛助金政策である。第四の途は、私有林

'伐採に對する州叉は迩邦政府の売全統制であ為各手段は森

寺

一一一･一（

林識源開發の推進策として夫珪債値をもつものであるが、

教育的手段はそのすべての基礎である。

原因と手段を理論的に解明しないならば、進歩は不明瞭

な不確蜜なものとなるであらう。以上は寵VAがその資源

開發の目的を達成するために教育と實験の方法に縦ってい

る理由である。事資と目で見得る成果をもって影響を災へ

る事こそ最良の狸制である‘といひ得る。この方法にまさ為

新らい､方法などはないのであって、締をその程度が新ら

しいといふ位のものである。少くとも、この州では、初め

て、森林開發と土地保全のための教育的手段が、流域調原
、

の潜在{IX値にほ．不釣合ひな捌莫で試みられている。

四．火災は制禦し得る

19“年皿VAとジアジニア州林溌郷は南西ヴアジニア墨

の3郡で防火癖を諾畳した。2ケ所は防火のため組織さ

れ、1ケ所は未組織のまL残された。その全林地面識は50

擬エーカー強である。

2ケ所の防火組織地域林野の2％が毎年焼けたが、他の 、

一つの未緬泌也域の被害はよ城であった｡火災による損 、
害は後者が州の中最大であった。この計鍛に要する饗用は

年額2蔑F〃で、ザアジニア州の林務部がその80％をw

VAは20%を負携している。 皇

目標は5ケ年丙に防火施設を弧化し､撫防措獄を識じ定
被災面積を0.25％迄減少する事であぁ。かつては闘火の

ためにその時間の90％を費し溌防防火のためにはわづか

10％を費す事が常則であった。しかし進歩の跡は著しく、

2年後にはどの比率は鍵化し､その訂謹地域の全職員は、

94％の時間を保護と藻防にあておや；になった。彼等は

"危険地域.'("hotgpot")の鍬所有者を訪問し､學童 一
と座談會をやり映蓋を見せパソブレツ1､を配り、製材工場一

の敷地や鐵道沿線(railwayright3otw;'y)を澗査し、消

防手を訓練し監覗塔や電話線を設置し、火災の原因を探究

し、防火法(firelIws)を狸化したりしている。 ．

かくて4年後大凡の目標は達成された。TVAの財政的

援助は必郵§なくなったので中止された,結論として適正

な財政的、系統的計謹と、防災の眼覗とは、最悪の火災さ

へ合理的な制限時間内に鎭火し得る事が立識された。この

磁鹸を基とじてアラパマ、ノースカロライナ、ケンタツキ

の渓谷地方とテネシーの數郡で同溌の創鐙力溌足した。

地域的火災の調査､地睡及地域防火計鐵の向上、望戦の

位置選定、火災危瞼測定装置の試溌、火災試験地の設定、

防火のため邉加すべき郡の組識、火災發見促進に對して、

渓谷各地に於いて【rVAの林業技術者は州の林務主f謄官の

仕察詮援助している。

防災の效率は最近の15年間に著しく墹大した。アラパ

12）－ ｰ
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その結果､溪谷の土地所有者と林務磯關は今や用材生産

保綾經誉の標本林數100を持､ら、その面積は犬は工場森林
から小は農用林迄を含んでいる。

次に宣傳啓蒙の著攪な資例を逃くる。

1943年、Ha"dlandH11gh木材師kは二つの作業法中
の一を選ばねばならないといふ岐路にたっていた。

即ち會社所有地49000エーカー餘の減少しつLある林木
資源を皆伐するか、それとも永久生産の軌惹にのせるべき

施業法を採用するかの二つの方鰯:あった｡曾献は後者を
選び、系統的經醤言髄の賞行に蒲手した。し海しそのため

には、防火、厳格な計篭的伐採規整規則的に鍵化する施

業賀施のため、餘分の識用を要じたのであるが、5年後に

は次の続果となったっ

年友の火災による損失はZF均8%から0,5%以下に減少

した。所有林地面穣の合計は49000から75800エーカーに

増加した､､從業員は80人から130人に、從って年間の俸
給は10萬ドルから20蔦ドルに飛躍した。1943年には曾社

は大部分松板材を取扱っていたが、現在では、H罐樹から．
ヒヂ方ケ椅子、梯子の段、床板､渡台の桟(binderglats)
測量用ポール等の多くの小寸法の製品を幕間に作ってい

る。1943年には會斌は破産に瀕していたが、5年後の今備

その土地は、竺躍を識けているし、將來銭為生産を向上す
るだらう。

テネシー州カル画一ル郡の農夫GabeEnochは叉模範

的な林業の經菅を行っている。過去5年間に59エーカー

の所有林地から用材と桶板で2ZOOドルと、燃料300ドル

と自家用垣杭(fencepoSりを得た。彼は又材の保繊生産
を確保し、且生産力を向上せしむるやうな經管案をもって
l』〕る。

毎年震に1000人を越える土地所有者が、以上の標本林
や数百の資識林を見學に来て、正しい施業方法を見出すた

めに努力している。郡の農務係ほ全俊家に標本林の造成に

協力したつそしてその過程に於いて、自分の土地に、簡箪

で效果のある施業案を編成するだけの林業上の智識を得

た。三つの溪谷の州では普及課が、郡技師補として林業技

､術者を総い、數郡を選んで、以上の方法を幾用林に適用し

ている。

農業賓科の激授は腱用林の講装を始めたし、數校の幕間

皐校では林學科をもっている。かつて森林所有者の言ひ値
で木材を買ふ事をチユウヲヨしていた製材工場經誉者も、

次第に保護生産的伐採の新らしい思想に移りつLある。約

1200の製材工場主は現在、澤伐(961ectiVe cutting)を行

っているしその大部分は、更にすぐれた方法を採用してい

るっ （以下次鋭）

マ、､ノーx力洞ライプー、テネシー、ヴアジニアの溌谷にあ

る104郡がその例でああ。これらの郡からの火災識皆によ

れば､火災fI鐘が保護弛幣に於ては10蔦エーカーにつき

42件から29件に減少した鞭を示している。叉被害面賓は
zI菖均64エーカーから35エーカーに減少した。保護地帯の

火災面戟は2.6％から1％となった。1934年に鮭ては､わ

づか]9郡が詞氷火災防禦のための財政的援助を借り入れ

たにすぎない、1949茅迄に88"W11叉は政府補助金を補

充するための黄金を醜出していた所、その繩噸は9600ド

ルから14"1800ドルに墹加した。

多くの事業が遂行されたが未だ多くの事業が残ってい

る。溪谷中大凡500蕊エーカーの林地に今尚防火組織が出

來ていない。936蕊3000エーカーの防火地幣で年z}畠均9萬

ハ4000ｴｰｶｰの被害がある｡これは可能な最4標蠣の約§
倍にあたる。溪谷の全林地を適切に防護する目標にはまだ
達していないが、それは目前にある。

五．林木收雄の改善

最近の調査によれば、溪谷林地の用材生産量は可§群生
頓

産量の'/3に過ぎない。林産工業商船の償絡は1年馴鈎2億

ドルから9億ドルに向上せしめ得る。

護淋丙及制産工業に於ける完全就業者数は43000人から
き

20萬人に増大し得る。但しこれは林地力張大の收穫を保綴

的に生産する場合に於てのみ蜜現され得るのでゐる。これ

は即ち林地が適度な間隔で完全に鎧林されねばならない事

を意味し，叉林木は經濟的成熟産に達する迄は伐ってはな

らない事、林木力城長旺盛なる時期に伐ってはならない事

・を意味する。

大低の人は林木の買手がついたとき伐採する、換言すれ

へぱ、市場隅値が生ずるや否や伐採する。この様な習償は必

然的に過伐と林木の"角均直樫の減少を漁くのである。まさ
しくテネシー錨ﾄの調*に於いては過去に、この通りの事

が行はれた。ために此虚には適正に生長した林木はなく、

どの木も皆小浬木遁ある。森林武本は、それが適常な收痩
と利潤を生むために必要とする趾より、遥かに減少してし

まった。

’94'年でも、私有林で經瞥の蝿随とすべき林地は.溪符
， 地域に殆んどなかった。鬮有林に於いてさへ「これが林業

經誉の道である。これこそ諸君が將來に期待し得る成果で
．ある」と言ひ得るものは一例もなかった。

唯一の方策は標本林(demonStrationS)を設定する事で
あったのでTVAは森林所有者や政府の林務諸椴關及普及

・ 機關を糾合して1912年林業經管宣傳計幾に着手した｡農民

に對する宣傳啓蒙は農業普及局と協調し、その他に對して

艇山林局諸機關と協調して、行った結果大いに發展した。 二

一（13〕－
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一

は勝つと信遥られた｡所が皮肉に蝿争(撒けた｡誠にあ
てにならない豫言である。或いは〃くりたまぽち〃が聞い

てあきれるかも知れないが．常時の人為ほそれを信じ切っ

て居たものの襟である。

明治年間の被害については何等擦る可きものがないので

皆目判らないが､今回の被害についてもそれ力洞時頃であ

、つたか判然としない様である｡被害發群地についても確か‘＝
な事は到らないが、前回の事もあり、恐らく岡山縣あたり ー

ではなかろうかと恩はれるのである。岡山縣農事試験場に

昭和12年まで在職された故松木鹿職氏の言に依ると同氏

の在職中岡山縣下に粟の虫腹に依る被害は見られなかった

と言ふ事である。
マヅミ･ ”

昭和19年5月12日、岡山縣赤磐郡布都美村から農事試

験場宛間合せ文が記録上最初のものと思侭れるが、次いで
ヂ

同年同月15日、久米郡弓削町農業曾からも照會文があつ
亘

た趣之に依ると『栗樹萠芽の頃より霊生し、全新芽に瘤朕

を呈す。1～2年修て枯死する。昭和16年頃より被害を見

たが．本春（昭和19年4月､に至り、被害は激甚にして赤

磐郡地方より便入港しものの如し。久米郡弓削町全隣被

害程度一萬數千本と推定。自然生に多く接木せるものに

はし“的輕鱗』と書かれて居る。昭和18年大崎守氏は苫

田郡奥津村に於い､て被害を認めたと言い、昭和21年白紳

技師の調査に依つ嘩冒の存在が確認され､昭和22年鋳方～
未彦博士は兵庫縣下に本虫の被害を認め、昭和23年5月

には廣島縣深安郡升尋村にも發生している事が到った。鳥

取大學長谷川教授より大原幾業研究所深谷昌次博士に宛て

た手紙に依ると鳥取縣にも發生しご居ることが報ぜられて

居る。筆者は同年夏松穿孔虫類防除講習會に出席の爲香川

縣に立寄ったが.､標本鑑定の依祇を受けたことがある。現

在までに被害の發生が認められている府縣は岡山・兵庫・

慶島･山口・鳥取｡割ll・徳島・大阪･京都･滋賀･奈良・

岐阜・愛知・靜岡・富山盲長崎・大分・熊本・鹿兒島等2

府'7縣であって､島根･松山･和歌山･三重･頑井等は被
害縣に近接して居るが、目下被害は確認せられて居ない綴
である。

目
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まえかき

松喰銀の被害に手を焼いて居る折柄、また栗にも大害鍛

が出て来た。栗は枕木用材を生産する許りでなく、その果

賓が秋の食卓をにぎわして呉れる等は周知の事溌である。

その栗の変の收穫に直接大きな打撃を與えるこの新しい害

識は“くりたまばちﾉ’と言って極あて小形の蜂である。そ

の蜂渤轆芽〈稀に頂芽）の部分に寄生してそこに鍛痩をこ

さえるので、それから先の部分が枯れてしまふのである。

この被害に對して岡山縣農事試鹸場白刺技師は逸早く生態

と防除に開する研究に清手され、其の後各研究機臘におい

ても同様の研究力確められた結果、その經過習性、防除法

並びに抵抗性品種について種寺の知見が博られた、然し研

究間日瀧く、その防除對策を確立するのは勿諭刻下の急務

であると信ずるのであるが‘農業方面はともかく、林業胤勺
な研究は除り進められて居ないのである｡筆者は從來の研
究に林業的見地から筆者濁自の見解を加え、現在までの知

見を取纏め今後の研究にいさkか役立てたいと考えたので

ある。

被害の歴史

明治37～38年、日露の役當時岡山縣の山間部に今日伺

様栗の枝に虫煥が多数ついて栗の資のゑのらない矧勧:あっ

たそりであお･その衞時はこの銀痩の形が、かちぐり（#|ル

栗)に似て居る所から、之を〃かちぐり〃と呼び、一方‘jI

勝粟'I即ち戦争に勝つと言ふ意味に結びつけて､線起が良

い等と言って瑞兆の様に有難がったそうである。第二次11t
界大戦にもこの’ﾉかちく・り〃が多数出來たので、この戦争

被害の様相

筆者が1950年新見醤林懇部内釜谷國有林他3箇所の調(筆者・林業試験場京都分室〕

－〈14）－､

凸
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査を行った際、こ上では特に大徳木に於て其の先端にある

枝が前年被雷に依つ．仁枯れてしまい、恰も骸骨状となって
イリガイ

居るのを見た。調査地の一部入開國有林では擁害樹糖頭部

1m程の間に30～40の虫痩をつけて居るものを認めた。

叉岡山縣阿哲郡神代村字坂根の或る民有林では、被害品種

（シパグリ〕に販園まれた丙に耐虫性品種（銀寄？うがあ

って、この1本と品種不詳の1本とは殆んど被害が認めら

れないのに周りの樹は鈴なりに虫澳をつけていた。この様

な例は決して珍らしい事ではなく、各地によく普通に見ら

れる現象である。

支那粟は被害に曾ふと可成大形の識腹をつけるが､筆者

の調査した例では9.80m座の砧木に接木した樹高4m直硬

･ 5cm程度7本の軸をもった支那粟の虫痩總數は大約80箇

- (M111本徴り11.4箇）であった。之は支那栗被害樹の標

準的なものであるっ

1本の被鐵支について槻蕊ﾘｰると4月~I§旬結果倒枝叉は

前年伸長した枝の芽の急激な膨大生長に伴い;芽は虫痩を
生じてﾀ蠅上その被害が認められる様になる｡,所謂鋒嘗品

種の場合侭は新輔の伸長は認められず、虫泌の先端に數葉

を科生した状態になる。〔第1圏）

縣芦品郡有膳村の潴原栗山園を見學した際、主任諸陳素六

氏の識ではクリ段マバチの被害だけでは滅多に枯れない

が、之に胴械病が並發すると一溜りもなく枯れてしまふと

言ふ事であった。

所謂耐虫性品種即ち虫鯉を生じない品種でも地方に依っ
て稀に虫鯉をつける事があり、今北、鹿ノ爪、銀寄等ほ一

般に耐虫性があると見られて居るが、京都産の今北．鹿ノ

爪、徳島窪の銀寄は虫澳が出來ると言ふ事である。

尚栽培栗の被箸程度を弧知す為爲、岡山縣の営業者から

鋤'技師宛の手紙を韓載する。畷方果樹の首位を占める
果樹に對して襲ひ來つた大害虫は昨年〔昭和21年）より今

年(昭和22年）にかけて僅か]～2年の内に附澁一機数
10町歩に亘る栗園を殺滅の悲運に叩き込み、栽培家一同對

策に迷い農家鯉濟上への影響も紗からず困惑致して居りま

す。若し之が5年も綾いたならば全栗圃は殆んど枯死を免

れないものと老へます。』

以上で大縫被害の檬相力顎えると思ふのである。

分類學上の所属
～

本種は石井悌博士に依って膜翅目Hymenoptera,タマパ

チ科Cynipldaeに風し､ Biorrhi"協の-種とされて居

た。

最近G.H.Q,NQB.sの瓦,R(,bertﾖ氏が岡抑開挫試白刷り
技師から楊沐潅取寄せて、米風の農務省、BurcauofEn-

tOmOlogyandPlilntQUnrlmtineのC､F.W.Muesebeck氏

に鑑付して同定を求めた結果DryoCoSmuS臆の一新種で

ある事が明らかにせられた。

DryOcoSmuS厨は現在までヨーロッパ・アフリカ等に分

布して居た園であるこの同定はIW@ld氏に依ってなされ

たが、同氏に依るとD]PyocoSmuS風はPIagiotrochus風と

共に前伸腹節Propodeum上に普通に見られる2本の強く

湾曲した隆起綴(､"im'をもっている。併しPIagiotroCllu9

闇では中楯板亜edifmCIIrina力洸澤をもっていないのに

對してDryocosmns闘は中柵板が圖滑で光澤を有ってい

る黙で雨者を随別する事が出來る｡雨闘共に日本#､らは從
來未記録の様遥ある。米國では未だタマパチ科の中でクリ

に虫漉を作る種類はなく、Weld氏はこの黙非常に興味を

もたれ、新種として近日中に發表するとの事である。

一

能
』形

(大随府紳涯課原図I
成虫鎧長2.5～3.0mm.全燈に光澤のある黒色。脊面

は濃く、黒色に謂隅色を幣びて居る．鯛角の蕪部附近は黄

褐色で魁ろが．尖端に行くに從って漸次黒くなる。前後翅

共透明であるが，前翅の翅砿は黒色､後翅の翅眠は無色で

ある。Cynipidaeの昆虫の鯛角は早＄でその節數を異にす

虫鯉上に群生した葉は7月中旬成錘の羽化後漸次枯れ、

結果母枝も遂に枯する嫌になる。支那栗では調化脱出ロ

の附近から途次腐敗して、之に附幣した葉が先に枯れる｡

又虫痩をつけた木は枯れると言われて居るが､筆者力識島

一一〔15〕－
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窓が、木彌は？が知られて居為だけで大多數は14節であ

る。 ‐

卵精凹形.乳白色。一端に透明な細い柄をもって居為。

卵の大きさは8個燈について測定した結果､長座zF均150.

0機，短僅平均103s1"であった。この卵を4J~5粒宛1卵

塊として、卵の柄を一黙に集めて芽の内部に篭卵されるの

である。

幼虫老熟したものは艦長2.0mmで準卵形。燈は前方

より後方に細くなり、全膿乳白色を呈し、口器は赤黄色、

歩脚を持たない。

踊頭･胸･腹の三厩訓が明瞭で、全臘に光澤のある乳白

第 1

色、口器は茶獺色、羽化の錘づくにつれて全罷光澤のある

畿色を帯びる様になる。艦長2.5～2.7mm位。

經過習性の概要

生活史Lifem3tory,$XjihCyCle年1回の發生で幼虫

態で主として芽の内部に越冬する。

兵庫縣林業試駒場の調査によれば、卵越冬であると＝ふ,戸.

が疑はしい･冬の間は僅かに發育する様であるが、その程

度は顯著でない｡春暖と共に芽が生長を開始するにつれて

虫も大きくなり、同時に虫漉を作って行く。大阪府林産課

の調査では幼虫の生長妖態は概ね第1表の嫌である。

表 一 犬阪府林産課調

』
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虫鯉の形成はこの虫の脇するタマバチ科のものでは幼虫

のマルピギ戸氏管からの排泄物か､或は唾腺の分泌液中に

澱粉を砂溌に鍵雁する特殊な欝錐が含まれているので，幼

虫は組織丙でその原形質に砂職を供給し､細包の分裂と塘

大を起させる爲に虫痩の嫌な異常漆ものが生ずると言わ

れ、又虫澳丙の幼虫ほ迩総この虫澳を食ってその中で發育

と鍵態を行って成虫となる場合が多珍と言はれて居る｡何
れにしても外槻上虫痩と判るのは翌年4月頃からで．それ

以前は芽に虫が入って居ても虫澳が出来な↓くので、被害芽

と無被害芽との唾別がつかない。

羽化脱出の痔刻クリタマパチの羽化脱旧時刻について

は大阪府林産課と東海近畿農業試鹸場園蕊部の二つの調査

があるo前者では8～10時が最も多く、夜間弱化脱凪する

ものは全くないと言ふが､後者では6～8時及び14～16時

が多く、夜間も僅かではある力溺化脱出を認めて居る。

、

第 2 表
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羽化脱出と氣温との關係この關係について大阪府林達 割生、特に飛翔力と羽化脱出期が主として謹間Gあるこ"と

課では天王と墜中の2個所の氣淵鍵化と脱出期の脱胤成虫 を併せ室えるならば､燈火誘殺に依湯防除は除り有敷でな
数とを相關させてIﾖ最底氣温が要因となるらしいことを指 い。

橘し、平均氣温20oCを突破して初めて脱出すると言ふこ
産 卵

とでおる。

飛翔力と趨光性クリタマパチの成虫はその飛翔力が侭 産卵儀式芽の側面、､葉片の間隙を総うて産卵管を挿入

めて弱く､人工的に刺戦を與えても殆んど翻せず､特に し､2~3分､到鐺2.45分､最長4分11秒､最短2分4秒）
之を質鹸測定することは困難である。從って本虫が遠くへ の後之を抜き他へ移動する。産卵前には活溌に枝葉･葉柄
移動するのは主とし･て風によるか.虫痩のついた枝を人間 等の上を這い廻って居る。卵ほ1個所に固めて産み､つけら
が持ち運ぶ以ﾀドには考えられない。 れろ。一雌力謹卵した後、他の雌が來て産卵することがあ

趨光性については大阪願＃鍾課に於,竜亡精密な試鹸を渡 る｡從って1芽祁産卵数は不同である｡通常1~25箇の
施し、可成眠い趨光性のあることを研究したが、この虫の 範園である。

二
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産下雷時は柄の尖端を一黙に集めて固定して居るが、爾

後卵は時期の經過と共に離れて行く。この際に柄の末端は

移動しない。産卵場所は芽の中心部、芽の幼葉と幼葉との

間隙で、幼紫の内側である。

産卵期間場所に依って差があると恩はれるが、岐阜縣

農試の調査では産卵初期は6月22日～6月27日、産卵終

期は7月12日～7月17日と言ふ･

雌雄比白祁技師は75頭の成虫を任意にとり出して調

査し、75頭共全部雌であったと言ふことである。職山技師

は産卵管をもたない個鴎が多数あることより最初之を雄と

見倣して居たが、後疑問をいだき腹部を解剖した結果､卵

の存在を確め全部雌であることを知った。大阪府林産課の

報告に依れば脱出の最盛期以前のものは全部産卵管をも

－ち､勿論雌と認められるが､終鰐期に近づくにつｵiで産卵
管をもたない個臘が多‘くなると言ふ。初め州雑の羽化脱出

期に多少のずれがあるものと考えた職で､鯛角数帳依って

厘別しようとした所大多数14節で何れ共測定出來なかっ

た，後に産卵管をもたない個燈では産卵管は尾部の裂溝に

隠され鞘の用をなして居る事が判った。苑に角現在までにザ

は雄は1頭も採集されて居ない。Weld氏が検査した標本

も全淵雛だけであったが、同氏は之は魔女生殖世代の個燈

であると推定して居り、雨性生殖の性代が恐らく存在するむ

ものと推測して居る。

米劉ではDryocosmus馬の中には枇代交番の見られる種

類はないが､、ﾘ細f共に知られている種類と、雌しか知られ

て居ない菰類とがあるとのことである。

生存日数（蕪命） 成虫の壽命は白耐W技師の第1回の報

告では2~4日、第2回の報告では10日のものも認めたと

言ふが、錐者が虫澳内より坂出した2674頭の個魁につい

へて別埼に綱蓋付のシャーレに入れて無飼料のまL澗壌した
所では5日目には全部蕊死していた〆大阪府林産課の研究

、 では自然に羽ｲ蛾出した成虫については1～3日、虫痩内

より暇出した成虫では1～5日、自然に脱出した成虫につ

いて1E)stを與えた場合には1日で90%は死滅し、2日

． 目には全く蝿死して居た乞言ふ事である。之を時間的に槻

察すると飼料腿28時間、無飼料唾52時間で完全に死亡す

るものの様である。無飼料の場合生存日数の永びくのは、

産卵の目的物がない篤に産卵が抑制されるからであらうと

恩ふ。一般に昆虫には交尾・産卵を維えてから蝿死までの

時間が略一定して居るものがあり、産卵の機曾が與えられ
ない場合は或る限界まで生存日數を延期する。クリタマパ

チもその一例であらうと思はれる｡，

岐阜縣農試の報告では第3表鰯溌な結果を得ているが、

自然靭化・不自然羽化の何れに酷いてもHbstを與えたも

のは毒命が短縮されて居る。 ､

(註）給餌と云ふのは砂繍水を黙滴したもの。HoSt と
は栗の枝である。自然調化とは虫痩から虫の自力で羽

化したもの。不自然澗化とは虫痩をさいて坂出した成
虫である，

第3表 堀口技師綱
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虫痩の發生する部位虫鰹の發生する部位は迩営脳芽の

部分であるが、稀に頂難にも發生する。頂芽は一般に生長

力が旺盛であって、虫鯉が假りに出来ても之よりぬき出し

て新しい枝を出すので、殆んど支障を來たさない。元來過

痩は昆塁その他の刺戦に依って植物溌自鐙が抵抗して$蛾

の増殖を行占鑑果であるから、生長力の衰えたために生ず

るものではない。倉田益二郎陣士は農業世界第45巻10瀧

p40に『クリタマパチの被害對策』を書かれたが､之はク

リの生長が衰退したために起ったものだとの解繰のもとに

生長を旺感にするため、肥料木草〔イタチハギ・クズ・ツ．

ルマメ・白クローバー〕を混作するか、厩肥を與えて土地
、

を肥やし、樹勢を弧めることを奨めて居る。之については

筒基礎的な械討を經なくてはならないと思ふ･

虫澳と品種銀漉の出来るのは栗のどの品種でも同溌と

云ふわけではない。品種に依っては殆んど墨痩を生じない

ものもあり、鈴なりに鐡澳をつけるものもあり、叉その中

間のものもあって決して一様ではない。叉同一品種であっ

ても場所に依って著しく被害に差がある様である。

栗の品種は極めて多く、その一面野外での鑑別が困難で

ある。特に品種系統を明記した蕊帳のな↓'野外の栗樹につ

いてその品種を誤なく雛別する事は容易でない。この事が

耐虫性品種の野外調査を極めて困難なものにし飴んど絶

望に近い状態に脳入れて居る。兎に角耐虫性品種として從

來學げられたものの両に多少z談がないでもないと思はれ

る｡

、現在までに信じられて居る耐虫性品種（虫澳の出来ない

品種〕と耐虫性のない品種(虫痩の剛来る品種yは｢耐虫
一 、

性の品題」の項に掲げた通りである。

要するに一般に被害樹は早生・晩生の雨系統に多く、中

生系は少い･この戦から一應中生系の芽の成青度と本虫の

一〔17〕一一
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羽化産卵期との關係があるのではないかと考えられるが、

錘Nはすべての品種に産卵されぉので、このI嶬期に抵肌性

が發現するものではないと信ぜられて居る。然し41賊書の

巌屋・成金・笠原早生・傍土360銃との－芽中の平均産卵

数を白紳技師の調査賓料より取綴めると第4表の通りであ

る。 ，

代表的品種、銀帯・岸根・赤中・鹿ノ爪と被窯品種の代表

第 4 表 白ml'技師洲

“ ” 二“ ＊・' ”|鴎'脈||窪や|”。|鍵幟|卿‘，識｜

｜“…|踊識“§｡ ’ユ芽中の平均 6i.9 329 1 "6 1 ｣0.3
産卵数1． 4品種平均＝32.7

無被鍔4品種の平均被産卵数32．7粒に對して初鋳4品 てしまふのではなかろうか』と言ふ意見をもって居られる

種のzF均被産卵数は18.5粒であって被害品種の方が被産

〆卵數力遥かに少ない様に見受けられるのである。この傾向

は禧田博士が無被窪繍種にも同様に産卵されると癖愉され
た被雷品種・無被害品種の混植試験成績（第11表）にも見

られて居る。

縦山技師は『無被譜品種は虫の刺戟に弱い篇に芽が参つ
い

第 5

のだが筆者もこの意見にむしろ同意であって、産卵粒數

の多い事も一つの童要な因子となって居るの壷はないかと

言ふことを指適したい』之に就いては勿論賓鹸中であって

何れ取纏め發表したいと考撚て居る。

虫痩の大きさ虫煙の大きさについて筆者の調査した所

では第5表の通りである。 1

表

《
一

●

品種と産地｜ｼバグﾘ(高島村)i "(脈村洸) I "(諦代村入開〕《紳代村ｺプﾄﾁ'|シナグリ高島村'|
職~T,IJw"_""､"Li- 丑

（註）測定は何れも縦のみ

横山技師の調査では第6表の謙である。この調森では錐

者の測定値より可成大きな値を示めして居る。

第6表 繊山技師柵

ろが､支那栗では虫痩の大きさを増すにつｵ｛て忠房數の増
加率を減少して居る。（第7・表･第2岡） 、

多

第7 表 一

’ ､|ｼパ”新見)|ｼ宗”<高島） 0

|職函料牽剴
｜狸－40 23．6 1
| ,2-35 23.7 1
1 15 17 エ1．7 1

｜慰畿品種別

｜支那栗 ’4-32 1

※ ※,‘:ゴ:｜
大正早生

平均

23．9

23．5

10酉9

虫房數一虫幽丙の虫房數は大阪府林窪課の調ぺに依る

と時期に依うて多少の鍵化はあ率§."80～100価の虫鯉に

ついて6月141ヨー7月19日までの間に4.1～5.4の平均値

を得て居る。供試材料の品種はソバタニである。

岐阜縣挫試の洲査に依ると、野生柴栗1～23z停均4.8,

昭和1－8平均2"5,笠原早生1－12平均3.0,室原栗1－

9平均2.4,彌被1－8z嘱均2.3となつで居り、供試品種

については何れも最小の虫房數は1となって居る。産卵数

と虫房數ば必らずしも一致せず，むしろ虫澳の大きさとの

臘係は興味のあるものである｡筆者の調査では柴栗の虫痩
ではその大きさを墹すにつれて虫房数も急激に増加して居

一（＝

一

－－

虫澳内の在虫数虫纏丙の在虫数は空の虫房があるため

に虫房數と一致しないものである。之は筆者が1950年夏、

生駒山上で開催された日本昆虫観曾近畿支部例曾の席上指

摘したが．その頃大阪府林壷課では興味のある調査を坂綱

め中であった。その後の報告に依ると空の虫房の出来るの

ほ天敵､主として恥ピムシ類の仕業であると言ふが,若し

この天敵が空の虫房をつくる有ﾉ]なものであれば防除上ゆ
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堀口技師調第9表
第2図

勇看趣電
5月25日

〃月29日
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一〃月7日

〃月''日 ’
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成虫の羽化脱出孔成虫の弱化脱出孔は虫痩の表面に作

られ極めて小さなもので、その盤1mm内外である。一

つの脱出孔から幾頭宛の成虫が靭化脱出するかについて岐

阜縣農試の調査に依ると140の虫煙について笠原早生・霜

被・蝋多摩早生の三品種を材料として第10表の結果を得

て居る。即ち一脱出孔より1頭宛のものが何れの品種でも

95％以上を占めて居り、笠原早生を除いては一脱出孔より

3頭以上脱出するものはない。

第10表 堀口技師調

－シパク，リ

ーーーーシナグリノ

』

ノ

ノ
ノ

垂
且

／
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I

q8 0.9 (5 21 27 固噂湘、

るがせには出來ないが、術締細な綱査を必要とする。

筆者の調査ではこの塞房率は場所に依って藩しい差があ

り、同じ場所では品種方差はあま’開係しなし職に見受け
られた。（第8表）

第8表
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耐虫性の問題

クリタマバチの被害は品種によって可成り差があり、全

く加害されな､蓮のがあるかと思えば､その隣のものはひ
どく加害されることがある。筆者が岡山縣の或る民有地で

調査した所､第3圏の様な關係にあるのを鰯察した。殆ん

ど土地條件の差は認められない霞し、立地條件の差によって

被害の差が顯著にあらわれたものとは考えられない．この

様な例は普通で決して珍らしい事ではない。

、源田技官に依ると被害品謹無被害品種ば次の巖である。

識害品種 （虫痩が出來る品種）

雲老・今北〈京都）霜被・八木・乙宗・鹿ノ爪〈京都、・

今田･燕栗･柴栗･大正早生･豊多摩早生・LIn二I早生・笠

原早生・支那栗・傍土系(傍土360,“1,480,455ｼ350,大

粒系445,小粒系2銭365〕･満洲・揖保系・兵庫･麦那栗・

徳岸裡･徳岸裡A･徳岸裡C.･笠支20．銀寄〔徳島・お

19〕－ ，

一 一

横山技師はこの様な關係は明瞭にせず、50の虫痩につい

て次の在虫數を掲げた。

支癖2-24,平均7.1,大正早生3－域平均72,
柴栗1－12；平均5.5・

岐阜縣農試では空房奉について第9表の糠な結果を得て

居る。之に依ると、時期によって空房率に極めて著しい差

のある事に氣がつくのである。之は一職可に依って起るの

であるか？今の所正確には到らないが、標本採集時の種

種な條件の丙．天敵類の活躍に依って室房が出来るものと

考えれば､天敵類の活躍する特定の場肺付近から標本採集

（サンプリング）をするか、他の場所を選ぶかに依って差
、

が現われて来るのではないかとも考えられるのである。兎

に角、単なる測定誤差とは考えられない程大きな開きがあ

る様に思ふ｡

一（
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中野：〃リタマバチの話

さや．成金．Maron(111alian.そぱたに．彼舞･茂兵術・

勘兵衞・宮川(84,18,44,39,86,100)・日之春・利平早生

甘栗･利zF晩生M栗・早玉・大枝中生銀寄，中早生･古錦・

大原栗・田尻銀寄・かへい12・土田甘栗・早生長兵衞・

成川系・片山x滿洲・江西2×江西1

無譲害品種（虫痩の出來ない品種〕

銀寄（徳島産を除く）･岸根・赤中・鹿ノ爪〔京都産を除

く〕'手兵打・今北〔兵庫･大阪･鳥取)･丹波・ふしお・金
赤・仙助・輻西・山田・晩生長兵術・銀寄×満洲・金赤×

揖保・金赤×成川1．銀寄×江西2.銀寄×成川1．金赤×

浦洲（1被害､1無被害)･岸根×瀧洲（1被害､9無被害〕・

金赤x江西2〔1被害､2無被害>・今北×江西2（1被害、

1無被害）

禰田技官は抵抗性發現の時期について次の様な椎討を行

って居る。

1．野外では被害・無被害の品種が混植されるため、産

卵に際して本鐡は被害品種の新芽だけを好むのか？或いは

無被害品種を箪植した場合、それらにも産，吟るか？それ

共全く勝手にその何れにも産卵するものか？等を明かにす

る爲に資験的に被害･無被害各品種の混植と無被害品種だ

けの庫植條件をつくって産卵させると同時に野外の調査を

も併せて行った，その結果は第11表の通りである。

その結果本謹は被害・無被害の何れの品髄も特に好むと言

ふ事はない。從って産卵の時に栗の品種に依って抵抗性が

談現するものでない事は明らかである．

《
言

（
口

妃

グ

×椴害木（シパグリ）

函半披害木(品種不詳）

O嬢被害木（銀寄ワ）

括弧内は

(胸昌直径“-櫛畠澗）

中野原図

第11表 禰 田 技官調

赤中翠植

農｢釜最大'最小1率均
|_遅植｜混植

|銀濡|笠原|赤中|笠原

|"'l"'|4"1""

箪植’ 銀寄軍値混植
●

銀寄1おさや

腫

一芽當

りの

産卵数

一■－－－－－

最大|最小|平均銀寄|銀寄
9.5115115．1

へ

6．3 6．7 ‘56.5 7．5 32．6 33．8 3．1 13．4 108．589．6

2．次に産卵された芽について新芽幼組織間への孵化後

の喰入状況と喰入後の渡育状況とを洲査した所、幼錨の磯

第12表

幅については第12表の綴であった。

品 種 61X| 15/X|26/X|7/XI I27/XI

l銀寄 139 160 158． 163
大正早生 228 229 253 337 331

－－－一一

27/ul'3/ml '7/wl

鑿罰薊

2血’

150

335

岬
繩
一

9/XII 17/n

175

316

唖
認
一

14(〕

135
一

被害品種では孵化幼過は順調に發育して、その途中で死 ”の通りで良好gでない。

亡するものが殆んどなく、越年するにも拘らず､無被害品 要するに『無破害品種は塾鰄姓を有し、幼識は喰入時期

種では日を追うて死亡する銀の数ｶ噸加』し､1～2月中には からその抵抗に遭い。その初期に死滅してしまふもので、

すぺて死滅してしまふ。それ許りでなく發育状態も第1?表 本驫防除上無被害品種の抵抗性は利用し得るものと言ぺ

一<20〕－

『



中野： クリ身マバチの話 ～

る』と以上の様に輻田技官は結論して居る。

この糠討において幼識の死滅する原因が抵抗姓の物質の
分泌に依るのか、椛遥或いは組織的なものかの黙で横山技

師の意見と喰い蓮ふのであるが､願者共決定的な資證桝
たない。筆者は横山技師の意見にむしろ賛成したいが、一

芽丙の産卵数と被産卵樹の健康度が重要な因子ではないか

と考えて居る｡之を資證する試験を本期間に計劉中である。

はない。

化學的防除法､即ち蕊劉に依る防除法も室内賞験では
100%の效果をもつB･H．C,7･0.1%,水和割が野外では全

く無效果に維って居る。

抵抗性品種叉は菟疫性のある品種に依る防除法も未だ研

究の域を出て居ない。

伐例したり、芽をつんだりする方法は墨の蕃殖をさまた

げるかも知れないが、被害の激甚な地方ではこの方法は勢

力ばかりを要して意味をなさない。被害の全くなかった所

に実然發生した場合機を失fきずに行えば或いは有敷であら

う。

肥料水草や厩肥によって土地を肥やす方法も勿論一考す

べきである。然しながらその敷果について舞澄されたもの

はない。

天 敵
－

本録に對する天敵については頑田技官の瀕査に依れば、

寄生蜂の一種らしいもの僅かに1頭を得ただけであるが、

筆者も917の識澳を扱って僅かに本鍔生蜂1頭を得ただけ

である。白御技師はこの種の寄生蜂をI蝿燈せて歎頭採集

Lて居る。目下九大安松京三博士の許へ詮って同定を依頼

中である。その形態はタネバチ（ヲナガコパチ）に類似し

た琴ので､金絲色の光澤のよい綴をして居るが､今の所寄

生率はあまり高くない。

大阪府林産課ではトビムシ類の1種ムラサキ'､ど･2，シ鰈

を天敵として居るが、元来トビムシは洞穴等に磯息する食

草性jPhytophagousの昆錨であるから、直接クリタマバチ

に寄生はしない筈である。この事について村山博士より食

草を横領する種類ではないかとの災麓な御助言を歎いて居

る。

←

むすび

このクリタマバチの被害の對策としては防除法の確立さ

れたものがないが、これは農林業雨方面にまたがる重大愈

問題であるので、各方面の研究者の努力が結集されること

力稀ましい。筆者は現在までの研究水準を早急に取纏め、

今後の研究にいき上か役立てたいと願ったが、他の分野の

方盈からも御批判を仰ぎ度いと思ふのである。

（1951．2．25）

』
毛

÷

防除法

防除法については砿均と研究されて居るが波定的なもの
× ×

ーー

定債80圓
f

〒 6園
植物群落の観察理學博土吉井義次著

一

、
－植物生理學資験指針一

B6版、9ポ横組・本文90頁・發賓所鍬谷書店
L

本書は著者力彰年東北大學に於ける識義の一端を印刷に付したもめで、植物群落とは如何なるものか、また

どの糠にして之れを鰯察し將叉洲査すべきか等を説明した植物生態學入門指針とも云ふべき書であって、

林業方面に於てもグルンドの一として、一懸目を通すべき好著と思ひ敢へてこLに紹介する次第である。

目次大要：植物群落･群落の測定・群落の調査･植物の移動･群落の新生･群落の代替り・蕊境の測定法

わが園の植物群落

特償70圓 （直接下記へ御申込の方に限る）

仙臺市中杉山這り49 吉井義次 ’
一

－〔21）一・一
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伐採出來得る。
1．現在迄に一般に知られなかった理由

（註〕本生長試験は西庄村石庭原野の1等地にして地質

A. 「にせあかしや」は有用樹種と認められながら木材． は第三紀厨に脇し礫斑難土である。

としての利用範園力報拓せられなく從來殆んど砂防樹とし 供試木は林地中最大木を用いた。

で或は荒蕪地に植栽せられてゐる。特にとげのある事が一 B･材質良好罵哲ある。

犬峡鮎で作業上非常に忌避造られてゐる。 材質堅硬にして材特有の上品さを有し『ロクロ」用材枕

B.一旦成林すれば繁殖旺盛にして忽ち全林地へ藁延し． 木、柄等に用いられ又薪炭としての慣値は「くぬぎ〃な

他の樹種を塵倒騒逐し易く從って其の繁殖を抑制或は撲滅 ら｣｢かし」等には及ばない力灘上としての充分なる授値

を圖り樹種を改める事が至難であると言われる。 を有する。

即ち鯉炭したる場合、なら上の生産者償絡が150圓、
2．「とげなしにせあかし槙lの特性

一雑上120圓と假定すれば材載生長に於て倍以上であるか

A.生長が非常に早い｡・ ら、なら上1俵を生産するに本樹によれば雑上2俵を生

木樹は從來のrにせあかし判樹の如く一般に忌避せら 窪1ﾉ得べく、從って養金回收の早いこと及び90圓以上
れる「とげ」がなく別表の如く薪炭林としての伐期「く の増收を見るのである。
ぬぎ』で13年「なら」で17年とすれば本樹は7年にて C.萠芽力が強い
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縦山： とげなしにせあかしや樹について

痩悪地等に於ても想象以上の生育をする。これは本樹は

豆科に塵し、その根瘤菌により共生窒素固定をするから

である。

E・肥料木、飼料木として僅秀である。

本項に開しては先に特用樹種として公表したから脇す。

第1項Bの如く根萠芽、幹萠芽力総めて狸きため一度成

林すれば殆んど鍔せずして永年迩箪更新が出来る長所が
ある。．

D.土地要求度が少ない。

表土深き虚なれば一般樹種の生育の悪い砂地、崩壊地、

肝
一一

一

剛

挿
辰

‐

■L＝

獄

~

珊

（
鯏
酔

一

罪
忘
で
圃
讃
再
蔵

掛
叶
簡

ー

１
１

1

－

●

－〔23）－

Ｆ
１



、

〃

鱗山：とげなしにせあかしや樹について

木．炭熱逓試験
熱量比較表（,濁謹;:;“）
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試聴法

調蕊コンロに木炭2009を以てアルマイリ､鍋に1回

200"の水（水淵23･)を沸騰(100度）し、直に取換え

たり。
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掌

日

一日林協

大分縣

ユ ロ

去る5月17日大分縣日田市に於て木曾の九州支部總曾が開催せられ當日總會後、宮川氏から「日田の林業につい、
て」の記念識賦があった。木綿は誰演の内容であるが､主として大分縣森林復興協曾發行「大分の林業」四月號所
載同氏の記顔に雛る･噸集者識

4
内延長39-粁、水鐘臘かにして水迩便なり、郡丙平地と見

第一章總 説 るぺきば只北方日畔I癖にしてその底地に月隈星隈日隈の
三つの岡ありて景勝の地を形成し、､日田市はその中央に在

第一筋位置及地勢 りて特肴の市備軸をなし人口4灘7千､大分縣能四位の都●
、

日田郡市は大分縣の西端にありてブ1』州の略中央に｛銅~｡ ､市なり､郡内諾産物の鐵k地として或は剛洸都市として其一

東西20粁、南北48粁、而俄63,000ヘクタールにて1市 の面目を一新しつつあり。
12ケ村戸撒16;956.．人口96,434を擁;一･四園高峰を以て 第二節地質土壌及氣候

園榛せられ所調日田ﾊ地を形成し北は英彦山山脈を負ひ岳
日田地方に於け%雄岩は阿蘇火山系の安山岩を主とす。

減鬼山(1,040*1大將陳山(910*>ー尺八寸山(707*)
等連座し、東は玖珠郡界に月出山蝋(680米)鑓石山943 中央の日田溌地は太古湖水の乾澗せる心のとの博識ありて
米）あり、南は尾の岳（1,041米）兵戸峠〔668米〕三國山 地質は沖積層に厨し其の周閣高台地は洪瀕膳より成る土壌
（994米)等により熊本縣に境す西は猿馳山〔968米)緯迦嶽 は概ね阿蘇火山系の噴出凝次質溌土にし･亡「三隈土暦」と
（1,231米）椛現鰊1,211310熊渡山《960米)高井識(405 灘せられ腐埴質に富み地味肥沃なり、亀一般に石礫を混ずる
米〕針目山等により頑岡縣に接す其の他郡内北部に佛來山 こと多く從って杉の生育に適するものと思考される。
（791米）戸山（707米〕南部には大河山(998米)渡赫撤 氣候は慨して温和なりと雛も夏季に於ては媛高35度〔昭

舗(1,150来)酒呑童子山(1,181米】五滕殿(880*)等あ 和21,Z14)に達し冬季亦零下10度(昭和21,11,9)に及ぶ
りて至る所山獄軍郷し河川は岳滅山に源を發し南流して有 ことあり。殊に熊本縣界に接ｻｰる津江地方の山間部は降雪
阻川と合し花月川となり、光岡附近にて三鯛1Iに會す。南 多く襄氣亦眼し。
は酒呑薫子山に源を發す為川原川は栃野に至り南西三國山 森林値物幣は暖帯南部に闇し緯迦繊、繊現識、酒呑童子
より發する津江川に合し更に風見に至り熊本縣小國より流 山及岳滅鬼山淀於て800米以上の伽所に「ブ-Jを認む･
下L来る杖立川と合し大山川となり、赤石川を加へて三芳 日田平野は海抜87米突に過ぎざるを以て降雪降霜共に
小淵町に､亡源を直火部九重山に發し玖珠郡を貫流し來れる 少く比較的氣候温和なり、西風に邊られ来る多縄の氣流は

玖珠川と合し三隈､となり､更に日田蹴地の底部を西流し 日田瀞昨入り四園の山岳に接柵し鴻度を激噌し秋多には
幅岡縣に入り筑後川となり趣に有明海に注ぐ・、三鯛1Iは郡 地上低く磯霧を生ず、日田の底霧これなり。

へ

全

一

や

一

－

誰
山線は昭和11年趣'二し､目-ド日田市より禰岡縣大行司迄開

里|型｜

|調
2．8

78．9

38．2

’

1

第三節交 通 通している豊後森を起黙とする宮原線は現在喪泉寺迄開通

鐵道は日田盆地を貫く烏栖、大分間の久大縦は昭和9年 し直接本地方を通過せされども全通の曉東南部地方は其の
1，月開通し叉燕地の北西部を錘過して添田線に擁綴する毒 恩悪を蒙ろ事が多いと識想せられる｡中津を起勵と歩る耶
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宮川：日田の林業
－

馬溪鐵道も守實（日田市より4里餘）琵維鮎とし、それよ

りパスにて日田市と蓮絡す、彦山線全通及耶馬溪鐡這の日

田延長については日田郡市民多年の熱醸により其の重要度

を認められ當局に於て近く具艘的措澄が講じられるものと
思考される。一

遁路網も比較的發達し，其の幹線は日田市より大分市〔92
粁〕中津市《52粁)頑岡市〔64粁)久留米市<48粁)佐賀市“2

粁）及熊本縣丙牧町〔64粁)等に通ず、日田諦行丙を走る縣

這は総数28路線､其の延長296粁にしてその他市村道と

共に諸所交叉し日田市郊外の各村と蓮絡し交通利便多し。

第四節林業教育的施設

明治34年日田郡日田町(現日田市〕に縣立農林學校の創

立あり銅弗科を設く、爾来日田山林學校、日田林工學校或

は日田第三高等學佼と校名の改籾謹選を見たるも今日まで
‐二

多数の卒業生を詮り縣並に日田林業界に稗盆する所妙から

ざるのみならず、乳く各地の林業界に活躍しつつあり嘗っ

てば瀧，蘇、樺、台にて「日田林工の卒業生lとして多大

の功績と名麓を博せり。

現下同校の林學部門は林業科及木材工蕊科に分ち林業科

に於ける教科課程は林業資習､森林生態林達加工､森林

土木、林業經濟⑫綜合農業及び選鐸激科とに分類叉木材工

藝科に於ける教科課程は木工並に添工賓習、材料、工作設

計及工蕊史とに分類されている。

下毛郡槻木村、日田郡東有田村及日田市大字花月の三地

方に演耆林總面積127町歩あり、林業經菅及林業技術研鐡‐

の學研目的に供しつつあり。

第五筋林野の状況

日田盆地雪I豊野を除く山鯛;は平坦封馳甚だ繊少なり。從
って古来部郷付近の山地に於ては切替畑、焼畑等盛んに行

はれて天然の林相は漸次その跡を絶ちつつあり、筒近時植

林熱の勃興によりて、焼畑の跡地には殆んど杉を植栽せる

結果、鹿葉樹林の面積は年埼著しく激少し諸川の沿岸斜面

ほ概ね杉林を以て蔽はるるに至れり。

東有田、西有田､三花､五馬､馬原及夜明地方には篭來
の撹行による入會の秣採取地たる廣大なる原野を有し之等

を整理するに於ては筒植林の餘地少しとせず､竹林も叉各
地に存し特に夜明、東有田及zl野村には優良なそ林相を呈

するあのあるも面積慶大ならず。

民有林野面積及蓄積を示せば次の如し。 、(Ⅲ(昭

前記の外國有林2,639m]非。

第六筋起原及發達史

民間林業として首枇に在りと割まれる吉野よりも欄*面

積に於て礎火で獄に於て日本一と耕せられる日田地方の林

業は左程古くから雑礎ずけられて居たのではなく、徳川燕

末ﾙﾋ方のようである。天領日田の名ある如く徳川幕府直轄

･の地として代官所力鞍かれ、篇めに遜地であるに不拘ず文

化の進歩は割合早く林業智識鯵普及せられたるのも主とし，

てこの時代であると云はれる、叉木郡市に於て國有林面穣

の比較的少なきが如きは要するに往古より山林に對する債

値を認め、個人に於てその所有を確保したる結果に外なら
●

ずと見るを得くし、然るに之が發達の浩革等に閥し考溌的

記鎌の信頼すぎきものなく探究甚だ困難なるが各地に於てへ
現今迄側明したる事項を述ぶれば

＠（1）日田市隈町相良家は日田地方に於ける木材満の開稲

と云ふくきものの如く同家に｢御一新後木方醤物留｣及｢材 ‘
木筏流出商寅濫隠醤付」と無ｻｰる冊子並びに亡祀父の手記

あり、何れも明治初年の頃記憶を辿りて記述せるものと録

しく年代等に幾分の相違あるも大同小異なり、其の一節に

刷乃當地竹木の發起緊申上候者亭保度之頃日向國奈須山

にて大山伐木の節､僻前の國牛窓五郎左術門と申者大勢山
人夫を召連れ同山に罷越候に付日雇方部に差加加杉木指挿

之仕立方者不及制木陣掛山出方之仕法總て山方に相用度諸

遁具類取扱方等三ヶ年程同所に棚詰見詰熨候上蹄國仕夫よ

り常地に杉木津山指立精木臥來測溢の基に相成候磯に御座・
候jとあり。

（2）諭樺江村字二圃恢木林業和田反之助氏の記録に天明の

頃（140餘年前)伊勢参宮せぁ者あり、その地の杉林の美

を見飾りに挿穂をなせりと云ふ，
へ

（3）日田郡代官鯉芥大四郎は文化14年より天保6年ま

で日田を支配せしが殖産興業の志深くその教書中に親しく

杉木遜條法を奨勵し「林は挿木をよしとなす地所見立次第

油獣なく挿し立つくし家作の用にも立つ」と言へり。

〔41大山村桑野氏の奮記に今より80年前己に杉林1蔑

本を植えし事跡あり。4,50年前には5，6蔑木を所有せり

と云ふ。

（5）同碑の傳ふる所に財'ぱ昔筑後の國高良山及製前之．

國英彦山へ琴舜の蹄途杉木の枝叉は自然生の苗を採取し采

りて畑、庭園や屋敬の周函に穂むつ鐸R士ヨョ雪子向づ〆、

鍾
酒
二

吾

和23年度末現在）
付けたるが杉木鐙林の濫鵬なり

とも云へり。 典

以上の事項より綜合し日田地

方の人土遡林は凡そ200年位前

より飴まりしものの如く、其の
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宮．川 ： 日田の林業 一

後僅かに篤志家、富豪等一部の人々により4価識宛踏林せ
るに過ぎざりしものと思考される。只前津江村和田友之助

氏の願父叉左衞門氏は交久②頃より餓に謹食を忘れ仙人の

蛾笑をもかえり承ず熱心に杉避林に從璽lfせし由にて、今日

同家が縣下屈指の美林を有するは、けだし同氏の賜なりと

言はざるぺから子。遥林事業の漸く盛んになるに蕊りしは
卓

明治維新以後、材憤の昂騰により林業の有望なると治山治
、

水の重大なろを悟り、漸次値林を企圖する者墹加し、日清
戦争以後に於て著しく進歩を見更に日醗戦争後に於ける材

憤の暴縦は愈盈轤謝蕩測せしめたり､現在料錐地とし
て有名なる五和村字三春原の如貴3,40年前杉林面裁は確
かに1,2,割程度に過ぎざりし由なるが今日に於ては甑に9

割餘老占むろに至れり又他地方に於ても之に類ずるもの少
へなからず、山間部に居住し薪淡材に窮する部落すら生ずる

峰至れり。

以上の現象は外部經濟の鍵澗に刺戟せられたる結果に起
因す-べしと雛も叉木落肺が總ての要素に於て如何に天悪的
林業適地たるかを如渡に示す所以とも云へよう。然るに大
東亜戦に至るや遇伐､濫伐を承ね他方遥林は停頓し爲に山嘩

野は荒腰し不時の大洪水に依る被害は相徴額を示せり、維
戦後に於ても戦時中の惰性に加へ未墾地開拓鋳銀の高騰、

資金難及び山林所有5町歩制限の風説等に因り鐙林勤喋はぎ

全く蕊慮される愉勢となりたるも、避林補助金施簸､森林
、復興運動の徹底等により漸次解決を來しつつありて樹氷も

近降高騰の一線を辿りつつあり。

第七節日田緋業の特徴

・日田地方に於ける林業の特徴とする所は用材の生産を主
目標とする挿木苗に依る繼林なり、即ち樹種は杉を主とし

今扁柏、松等の植栽は極些て少し杉林の挫成は殆んど挿木造
・林にして山床直挿及床挿苗の山地移植の二法にし､.ご古くは

主として直挿方法が行はれたるも約40年以上の頃より床
挿苗の造林が行はれ現在にては三津江の一部を除き大部分

駄材等に賞用さみ

（5）苗木菱成が簡箪にして期間輝く生産費低廉なり
（6）苗畑抵山床にて義成するもの多き爲値栽後の活着良
， 好なり

（7）資生杉に比し植付後の生育良好にして樹幹整一の林
分を形成する事を得

（8）所要苗を適宜随所に於て養成し得るを以て特定の苗
畑を必要と･匙ず民間林業に適す

（9）蛮生杉苗に比し苗斡大にして根の發育良好、従って

満満率良好なり

｝ﾖ田地方に於ける杉林は樹齢25年乃至45年平均35年

生程度にて伐採するもの最も多し、胸高直径7寸乃至1尺、
樹高10間内外にして生育良好なるため木理細密ならさる
も狸靭性に富み債獅上絞的察債なるため一般建築材に賞用
さる･

今主なる地方に於て林齢異る2，3の杉林につき調査した
る1町歩営蓄蔵、\均直径、樹高等を褐ぐれぱ次の如し。‐

’

I

林第二章鑑
が床挿苗にｲ蕊ｩの多し。 、 鋤う一旱響 ，''、

伐擁跡地は刈野作（焼畑）及鐘林地地排雨剛の目的を以 第一筋杉の造林法
て必ず夏秋季の候曉郷ひを行ひ多季より早春腰掛け造林植
付をなす刈野作は焼梯後2,3年長きは5,6年間繼談耕作を 日田地方に於ける鎧林法は主として直挿法及床挿法の二
なすを普通とし之に依り造林後の手入識の節減を企i圏する 法にして次の如し。
と共に食溌増産にも寄與する所甚だ多し。， （1）直挿法林地に直接挿付くる方法にして明治20年

今挿木塗林の特徴を學く・れぱ次の如し。 以前の遥林(ま－部震生苗造林を除き､殆んどこの方法によ
（]〕母樹の性質を完全に傳ふ りたるも現今は僅か一部に行はれるに過ぎず､之ｵ縮着の

危嶮率11嫁的大なる綣果によるものと認めらるZも本法は②蜜生杉に比し樹康少し 〆
（3）病害特に赤枯病に對する抵抗力弧し 簡累にして愁林費を著しく低減し得る長所あるを以て面稜
（4）材稚費生杉に比し「ねばり」懸く劉裂性弱し帥ち柔 狭少にして地擁よく行はｵ唾潤にして肥沃且つ項礫少なく

軟にして弧靭性に富み建蕊材｡、{’戯、電柱、橋梁､下 活蒲に關する好條件を具備する箇所に於ては甚だ有利なる
ノ －（27）－
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宮川 ： 日田の林業一一

方法なりとす､挿付にあたりては穗木を床挿より稽盈大に
（普通長さ2尺位)取り挿付の深さは赤土なれば5,6寸赤土

の上部に腐植土のある庭は7，8寸赤土に達するまで挿込

む.挿す時は必ず案丙棒にて挿付の深さより稽含浅目に穴・

を造るを可とす、直挿は曇天叉は雨中行ふを最適とし山間

に軌夕霧の生ずる地方は素人が挿してむよく活着す挿付は

可成操隠したる日に挿付くるが最良なるも遠方より運搬し

たる穂木なれば雨三日間職の根部を清水に浸すがよい。
直挿注意事項

〔イ）漂度の弧き山即ち霧の多い山間を選ぶこと。

（戸）風のために挿したる穂力鋤擴して地中に挿入じ

た根部刺Iが動かざる様踏糸付けること。

rハ）可成降雨中又は降雨前の曇天を選び挿すがよい
〔二）可成採穂の同日に挿すべきである。

〈水）直挿は床挿より鞘を深めに挿すがよい。
（2）床挿苗法

胤燕と稗するは杉穂を一懸床地に挿付約1ケ年後發根し
たるものを山地に移植する方法にして施業安全なるを以て

日田地方に於ては現時殆んどEの方法なり。
<A)苗木の義成

（1）床地の選定

”晶質は迩潤にして石礫なく土粒微細にして表土腐植
質に富象心土の粘質壊土なるを最も可とす、潔氣、粘質多
き時ぼ活満良好なるも根の發生悪し。

(b)位磁は迩慶の陽光を愛け通風よき個所を可とす、而

して自家用の義成は随栽地に近き焼畑地叉は植付後数年を

經たる杉林内の間作跡を利用すること多きも苗木養成を業
とし販蔑用に供すおものは普通畑地にて養生す。

(c)傾斜及方位等は苗木堀取等の操業上却つで綏傾撚繩

を便とす方紘は可成北叉は東向とし南西面は陽光狼く枯損

多きを以て他の條件．最も有利なる場合又は林間に挿付を
爲す場合の外は之を採らず。

(2)挿穂の採取

(a)母樹は日営り良く且つ肥沃なる土地に生立し生長旺

盛なろものたるべきは勿論過度に密生せざる所を可とす。
樹齢は5,6年乃至15年迄とし主として挿木成木を選ぶこ
と．蜜生の母樹は發根すること少く優良なる穗少きを以て

止むを得ざる場合の外採取しないこと。

(b)穂は職隣の中央部にして漉鰻整一太き鐵宣飼支を選

び鋤の枝先を左手に握り内側より外側wこ駈要の長さに鋭
利なる鎌を以て一打に切取り1本の母樹より3本乃至5本

を採取す。然るに販麓Njに供す躯場合の如き数､ﾕ0本を採

取することあるも之等は母樹に危害を及ぼし穂も叉不良な

るは論をまたず。

(c)穂作りは各地共多少の林I異ありて一様ならず普通行

はれる穂の長さ1尺3寸乃至4尺5寸切口より約3分の1，

即ち4,5寸の側枝を手にてもぎ取る方法なり、尚手かぎに

代ふるに鎌にて切落す者あるも功程上らず､特殊のものの

外行はずb而して從來穂の切口に樹皮赤色の部分(2,3年

生）を5分乃至1寸宛必ず附着せしものなりしも近時床挿’

をなすに至り､長さに重きを置き之に意を用ひざる者多し、

切込玖は普通山にて母樹より採取したる侭とし穂の長きに

失し叉は切り損じたるものの外切り直しを行はず、切口の

角度の如き別に糊することなく操業の便なるを選び普通
一方切りにして切返しをなすこと少し、大山村中川原地方

に於ては穂の長さを1尺耐外にし2年生の下方に側枝なき

部分2寸丙外を附し赦枝し絶對に葉かぎを行はず叉前津江

村学千職木に行はるるは穂の長さを6,7寸とじ~筋1寸位
の葉かぎをなし，極めて浅く挿付するものなるが以上2方一

法は何れも挿付後2ケ年間据置とし翌盈年山出しするもの
なり。

(d)徹枝後の虚置として穂の切口を乾燥せしむるは挿付

後の活着に最も關係あるを以て可成日光に晒さざる様注意

するを要す-、亦漫水の場合は3日間位を可とす。 。

（3）挿付の時季

挿付は3月中旬より4月中旬に至りて行はる｡即ち春彼岸

前後を主とす古来新芽の太さ米粒大なる頃最も良しと燕せ

られたり若し時季を失したる場合は梅雨期にても可なりと

雛も活蒲悪しく護根亦不良にして優良なる山出苗を得難し
（4）姉付の方法

<a)床地は普通前作叉は間作跡の石礫少なき場所を使附

す只表面の雑草を剥ぎ取りて其の朧直ちに挿付をなすもの．

なる力譜し土質堅きに失する際は一應葡賑し後鍬叉は足に
》

て踏み付くるを可とし堅さは指に､てささる程度を良とす。

(b)前作叉は間作跡は其の硬度適當なるを以て穂を堅く～

握り其の総土中に挿入し全面の挿付を絡らせたる後更に根

元の踏拳堅めをなす｡然るに往燕案丙捧を用ふ若錘のある
も同法は切口と心土との密接を炊き叉は風のたあに動描し

易きを以て成るべく之を用ひざるを可とす、而して挿付の

深さば3寸乃至4寸、苗間3寸丙外、列間5寸丙外を標準

とす、大山村中川原にありては深さ2才乃至2寸5分とし

下枝1本乃至2本を少しく地中に挿し入るるが如くす、然

る時ば風による動摘少なく活着良好なりと云ふ、誉業者に

して畑地に挿付をなす場合、,鍬にて深さ2寸位の畦を設け

一鵬畦底を踏み固めて適度の堅さとなし苗間2,3寸の姻雛

にて畦床5分乃至1寸く職らい挿入し次に列間魂寸を隔て

第2畦を設け共の土Iさて第1畦の穂の根元を識ひ､漸次斯
の如く進行し後更に列間に足を入れ堅く路ゑ付く、苗挿付

の際は次の注意を要す。

（イノ秘の樹皮剥離せざる様に押す-こと

、

－（28）一
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〔両）地中に挿入したる部分が細土に溌潜う-ること 林叉は杉林の伐跡地は必ず其の枝葉を焼却し、筒叢生地に

〔ハ〕挿付の後風の爲に軸と土との間に察間を生ずるこ 造林せんとする場合(3識め之を刈沸ひ騨雌なし一應前作

とあるを以て堅く土を踏み堅むること をなすものあり原野に龍栽の場合は雑草焼沸の総とす、焼

〔＝〕挿付の際石礫､樹根に鯛れたりと思はるる場合は 畑の前作には普通そば､粟、ひえ、陸稽或は小麥を作り、

挿替へること 次作は小豆、大豆､小麥､薬種を主とし粟、ひえ等之に次

ぐ5）挿付後の保護撫育 〈､､第3年目以後に里芋､甘藷､きび､がんのめの如きを作

挿付後旱天綴きたる際は直接苗木の上に薄く覆紫を施す 付け地味良好なれば引綾き5,6年間耕作するを著通とす。
ことあるも普通日擬はなさざるを常とす。 焼繍作を行へぱ苗木値付に際し地掠費の節減となる外

・ 除草は挿付の年8月頃1回行ふに過ぎず、2年据濫きも 苗木の到着頗る良好にして且下刈、手入費も相當省けるも

のにありては翌年1回行ひ、旱天の年は除草を見合すこと 反面土壌中の有機質を焼き土壌を崩壊せしむるを以て一考
・ っ

あり、前津江村千藏木地方に於ては挿付浅きため普通の方 を要すべきも、地方特色の根弧い習慣もあり此の得失を考

法にて除草する時は却って被害を生ずるを以て雑草の繁茂 慮すれば今直ちに一蹴すべきものにも非らず。

著しく苗木を唾倒するが如き場合、鎌にて刈取るのゑな 〈2）植付及植付本数
、

へり,床替へは之は行はず2年生苗義苗の場合は据溌きとす、 夏より秋に至り焼畑をなし初冬より翌年3,4月頃迄に新

施肥嫁畑地を連年使用の場合のみ油釉等を基肥と.し施肥す 植するを普通とす、山出は殆んど床挿苗の’年生なるも雑

ることあるも山床に於ては全然之を用ひず｡… 草荊刺多き所叉は補植には2,3年生を用ふることあり、植

(6)_挿穂苗の山出し 栽距雛は地方により多少の差異あるも、從來各地共7,8尺

根と幹との生長については活蒲優良なるものは、挿付の 、 見営に植栽せられたるが、近時道路開け運搬の便をました

五 當年に於て既に7,8寸の生長をなすものあるも普通2,3寸 ると材償の昂雛とにより小材の利用償値を生ずるに至りた
墨

ぐらいなり、然るに根は普通'0本乃至20本の白色細根を る篤、硝々密植に傾きつつあり.、五和村字三春原地方の如
密生し長さ4,5寸に達す次年に於ては幹は5ず乃至1尺5 きは極端な疎植地にして現在成林地は10尺乃至12尺に植

率 寸ぐらいの伸長をなし、根は数蛍墹加せざるも少しく代繊 ‘栽せられたるものなるが、同地方も亦近年6,7尺の密植を
色を呈し強靭なり多くの枝根を出し長さ’尺内外となる山 なすに至れり。

出苗は形態賓生苗に識く根本2寸乃至2寸5分の箇所に枝 楠付に際しては尺樺により植付の位置を定め鍬を用ひ1

を有するものを尊ぶ之植付の際下枝を少しく地中に埋める 尺乃至1尺2寸平方に穴を穿ち根を曲げざる様丁寧に挿入
時ほ風雲を受くること少く活蒲なりと云ふ･ し､堀上げたる細二を以て之を蔽ひ固く踏み付く、而して

根は可成多きを可とし普通10本以上のものを山出しと 苗は多少、山頂の方へ傾く如くす、然る時は風害少く且.つ

す然るに数量不足の場合等往盈にして未だ根を生ぜず、腿 上方より流下し来る土砂に對し押し倒さるること少しと

に切口瘤吠のものを山出しすることあるも活蒲著しく不良 云ふ、普通値付、穴掘共1人にて度行し、男1日250.本乃

へゞなり、堀取荷造りに付ては挿木苗は比鮫的深く根を發生し 至300本、女200本乃至250本とす。 、、
－居るものなれば堀取に際し深く鍬入れす-るを要す。而して

第二節撫育及保護 ・
堀取りたる苗は乾燥せざる厳注意し附近に植栽するものを

選苗直に50本叉は100本宛1列として町寧に假植す｡若し （1）下刈蕊切り

遠隔の地に運搬するものは根を突き合せ4,5本を1梱とし 下刈は日田地方はこれを根ざらえと稲し夏季土用入りの

根を乾燥せしめざる様菰叉は蕊にて荷造りをなす。 直後より着手し10月頃迄に終了せしむ焼畑は植栽地と雛

（7）挿瀧苗養成;猟及山行歩合 も2,3年は間作を以て之等の個所について朧第1回下刈は

以前は挿付後2ケ年間据置とし比絞的大苗を用ひしも近 、数年後となり其の回数も2，3回にして樹冠謹閉するに至る

時は殆んど1年生にて山出しつつあり。 原野其の他間作をなさざる箇所は毎年之を行ひ6,7年間に

山出歩合は天候、土壊等の關係により一嫌ならさるも普 て大鵠纒了し其の後更に2,3年置きに蔓切りを兼ねて1,2
通枯損率10乃至15％にて切口瘤状のもの及發根数少きも 回の下刈をなし林丙の見場を綺麗になす習慣あり下刈には
の約20ﾌ9至25％なるを以て完全山行苗は6,70％液りと 主として大雛を用ひ劇泳を混ずる場合には徳々鉈を併用
す。 す､･而しその鎌の目方60匁乃至80匁巾2寸乃至2寸5分

(B)山地わ植付 匁長約1尺2寸柄の長さ2尺5寸乃至4尺なり切り方は水

‘(1)地雄 平の方向に進み刈佛はれたる雑草木は司成杉の根元に集む
日田郡地方は古來より蝿IM(カンノ）盛んに行はｵ嚥木 る丸刈法なり1人1日の功程は場所催依り著しく差異ある

r
一（29〉－
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も凡そ7餓歩乃至1反とす。 ′
（2）枝打

枝打は普通植栽後7,8年にして欝閉するを以て其の後歎

年毎に之を施行しつつあり、下刈の際にも多少之を行ふ暑

とあり。實施季節は晩秋より初春までのもの多きも人夫需

要並に事業の都合にして往奇夏季に澱行することあり、そ

の方法は梯子にて登り枝の切落しは上部より始め漸時下部

に至る｡その程度は醤圃力枝以下に止むる如きも鋳原地
方雁於てはそれ以上に及び穂過産ならざるかと認めらるる

ものあり枝打器具ば鉈を川ひて下方より多少受切りをなし

次に一打にて切り落す筒稀には鋸を胴ひることあり1人1

日功程20年生内外のものにて100本内外とす。

（3）間伐 ′
間伐は從來比較的疎植にして伐期亦短き篇に獺ど行は

ず住を密植地あるも放置の状態なり'γが近年小砥材･の利用

の途開けたると間伐の有利なる等の宣傳により幾分注意を

桃ふに至りたりと雌も其の程凌極めて弱庇にして災9，5級

木を伐採するに過ぎず残んど合理的の疫行を爲せるもの､な

しo

＜4）保護 ． 戸

保護については植林事業の發達に件ひ愛林の念一般に普

及し人爲の被害鹿めて少く且曝度言般に高いため木場;fiat

に原野の火入より過失による延焼以外山火事は至って少く

氣候比較的温暖なろを以て大なる氣象上の被害なく只降雪

多き際幾分の雲折被害あり然れ共之の雲折は鍵E苗を植栽

したる林分に多く挿惑苗の林分は殆んど之を認めず新植當

時の幼齢林に於て兎の被害あるも極めて僅少なり虫類には

コガネムシ、ハムシの害を蒙ることあるもこの害僅なり赤

枯病は殆んど資生苗に限られ挿木苗を使朋したるものには
被害なし・

群

以上の如く被害は比較的少きを以て保謹については所有

者自身及家族使用人等時を見巡りをなすに過ぎず不在地主

の場合は地元の者に委託保護取締をなさしむるものとす。

第三章利 用

‘ 第一節伐 期

日田地方の杉林が他に比し特に伐期短きは日田林業の特

徴とも秘すべく普通25年乃至45年生程度を以て諭伐せら
．るる状態瓶り、斯の如く伐期早きは(い､林木の生長旺感な

ること(ろ)市場が中小乱'太を要求すること（は)小賓水林業

經誉者多く經濟上の班由によること(に)製材工場及木戯工

場の多過ぎるとと等に起因するものと思考せられる。

第二筋伐木造材．．詞コー一隅1J ・Iへ〆トユョ"I副

めつつあり即ち以前は末口3寸迄のもの多かりしも近来は

2寸位迄探材す､下駄材としては曲材は勿論伐株等も利用

すべく搬出せられつつあり､.伐採は殆んど皆伐にして梅雨 、

時期を険く外年中伐採される戦後杉皮の需要多く春彼岸よ

り秋彼岸頃に至る間伐木する時は殆んど剥皮利用されつつ

あり伐木造材された為ものは山床にて陣掛を爲し夏は1ケ

月春秋は2ケ月冬季は3ケ月位乾.燥す。此の外葉枯しと

灘し枝打をなさず伐倒の総放置し2,3ケ月後玉切りをなす

方法も行lまれる日田地方に生産する材種は2間材（13尺2

寸）を標準とし電柱等の長材は特に註文ありたる場合の外

伐採ぜず山床に於ける普邇木取湖種は下記の通りなり。

《イ’ 2間材（長13尺2寸）

（戸）丈5寸材〔2間材を取りたる末叉は木取り上止む
‐

を得ざる場合採材す）

〈ハ） 1間材（長6尺6寸）

板ポタ（長6尺6寸)直匪大なる曲材又蓮搬不便にして2

問材.として搬出し得ざる場合＠尺5寸に切断す

筒末口径5寸乃至7寸以内の直材にし迄材撞侭良なるも

のは16尺、18尺、2L尺等の長丸太とし2階建建蕊材料に
凹

探収することあり°．

m付記j日田地方木材娠引に於ける材穣計算照位は製品に
ありては石を用ふるも立木及素郷反引に在りては主とし 、

て肩を用ふ。

肩＝末口直躍×長さの2倍
・7

第三節運 材

（］）小 出

小出人は肩地曵、土駄曳極木馬，牛、木曳及鐵索等其

の種類甚だ多し一殻に地勢急坂多きを以て』蛾曳による方一
法が用ひられる小出賃金はその距測雛に猟場により異なる

も普通2,000米内外（1日3回出し）の箇所にて石常百間

内外とす｡地曳及土駄曳は材の損傷を與ふること大なると

尚士石の附着して製材の際鋸歯を損する慮れあり、近来鍛

索に俵るもの漸く多くなりつつあるば喜ぶべき現象と思考

せらる。

（2）馬車及1･ラック

馬車一合の積載量普通8石乃至10万､トラックば4睡車

とし､て20石乃至25石瀧度なり。

（3）管流 ・

山伽の終黙より水利の便ある箇所は何れも智流により日

田市に搬出す、されど6,7隙8月の候は増水の危'険大なるを

以て殆んどこれを中止ず､普感一川5,6千本とし諸負を以
一て蜜行す。 －

近時道路の發達と材悩の勝没は著しく利用を集約ならし （4）陸上げ及選別
今 ～

〆
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宮川 ：日田の林業

（6）鐵遁輸邊

從來日田材は前記の如く管流により筑後川を下し大川町
方面に邊り同町製材業者より更に佐質､長崎へ仕向來りし

が日田市に於ける製材工場の發達と昭和9年久大線の開通

とに依り日田市より直溌右地方の濡謹に應ずるにいたれ
り。

管流により月田市に逵したる材は全部一臘睦上げし材種

及品種により選別の上集積す、而して製材すべきものは工

場内に搬入す、丸太の内縣外に移出せらるる一部は再び河

中に投入の上筏に組まれる。陸上げは人肩により材の大小

により1本或は2,3木宛4人で荷ひ揚げ亦請負によること

多し。

（5）筏流し

筑後川舟筏の利用は天和年間今より約240年前に始まり

明洽初年より杉の遥林盛んになり之等木材と筏により移出

せられ愚もの年盈増加し、管流により日田町に搬出された

る丸太材は一應陸上し全生産蛍の5％程度再び筏に組まれ
て川に押出され移出するものなり、移出先は頑岡縣大川町

，及び佐賀にて筏の長さ15間乃至6間（4簡連繋）巾13尺

へ内外本数にして80本乃至130本伐材識は60肩乃至90肩
で下流は之の4倍なり。

第四節製材及木履工業 ‘，

林産日田の名藤ある如く郡市に於ける製材工場は経戦後

復興木材等需要の要請多きに件ひ急激なる増加を來し現在

152工場、總計3,191馬力を薮へその従業員は1,377人な

り、昭和24年度に於ける製品出來高は292,422石に達す。

木履及木工工場は總數75.從業員390人、年間素材5萬

餘石を消蜜し約600萬足の下駄を生産す。販路は九州一圓

の外遠く關西地方に迄出荷する状況にあり。 （絵）

書 斡． 旋一古
単

!L

○下記は曾員.其他の委語砧侭格で､御註文に對し木曾は詮料の外斡旋手数料として其の'割を申受けます
円

島本エプナー最新林業要諭(昭18) 300鮒谷木材強弱論(昭22)
高知管林局調糸土壌調査報告(昭12） 350 〃 木材の解剖的性質蝿19）

宮崎四園森林値生と土壌形態との關係について1800田 中最新木材エ蕊學〔昭?2〕
東京管林局我國高山林に對する鑑林的取扱に就いて’00 〃 有用木材の性質及用途〈昭7）
片 山棋形傘伐作業（昭12》 250
島本澤‐伐 林（昭,0〕 300 〃 最新木材の用途昭'9）
獅 鯛鍵俊幟諭蕊の他('嘱愚》 “,偽本鎌慧訓繍締,鰯;腕調査謹卿｡、熊本劉氷局林の総遥に立脚したる澤伐約撫育間伐と

天然的更新とを基調とせる作業法(昭10)350三浦･西田木材化學(昭23）
高知管林局澤伐f嬢の蜜績に側する調査報告(昭11)355北川桐潤*法附南部桐〈大10）

〃 撰伐腰林の鐸伐後の生長に就き(昭13〕 200大日本山林會漆樹の栽培渋と其の利用(昭6）
熊本劉*局イチキカシ更新に就て(昭17〕 150‐三浦炭窯百態〔昭8）

〃 イチヰカシ林の施業上主要なる基礎的

頚頚に鯛する'鱗《鵬"珊,岬圖, ',鼠‘｡:歳蝋局蝋蕊競撫欝鮒2，
〃 イチ年カシ林の施業上主要振る頚項

に關する研究I昭11) 400興林曾北支那の林業概論昭15)
青森管林局増川施業蛮験林説明識､IIH16) 350 山林局海外林達調査費料(X8)
秋田誉林局恒纐林施業の概要〈昭3〕 250熊本管林局芦北林業の概論(昭17〕
寺崎高山地帯の森林施業概況《昭12) 400 日本米材史〈昭18)
日本林學曾赤松林施業法研究論文集〔昭18） 1,000島 田森林組合通義.昭18〉
吉 田測樹學要論(昭16) 680蒲水森林組合の施業案昭1の

中 島林債算法及森林絞利學(昭6） 300太田林業經濟學原理(昭8）
右田・樋村林債算法及林業較\峰(明44〕 謡島 岡森林鐸管鯉の組織及分野鵬8) ･中 山一航空罵眞に依る森林調査昭12）

木材經濟研究所森林と河川(昭18） 200山林局森林火災事例第一輯〈昭'4）
士井森林保護學(昭13〕 25o木多・米山趣味の森林昭'1〕
新島新編森林保謹學,昭3） 300 日本林學曾．日本林學曾春季大會講演崇昭16)

〃 〃 （昭171
山林局率原地方に於ける防剛;kの遥成(昭11） 800
荻原・羅田砂防工事及林道(昭18フ 200杉本日本樹木總瞼索表《昭11）
中 原賞用伐木運材法昭6) - 800Wngr"S"soningofwood<1917)
大日本山林曾重力式鍵迩擬装麓〔昭6, 300 ChnPm:1nF('rtSt-menSmVltion(1921)
小林簡易製材《昭12) 700KoelllertheXilnilryingoflumber(1926)

円

300．

120

200

250

400

250

350

300

280

150

300

400

100

300

400

150

280

300

250

150

100

200

200

300

300

1，700

500

800

500
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10．林業ニュース 26
11．随 錐 26

《以下省略）

〔問‘麹本誌の謝予回數について

イ、現在の邇りでよいL曾菱200圓遁隔月發行）18.1％

戸、會費を300圓位とし毎月發行した方がよい75.5％

ハ、不明（本間につい‘て回答がないもの〕 6.4％

本題については本年3月の總會に於て醜に蜜施濟である

が、幸い世論調査の結果と一致を見た。
回答を藍とめた結果は以上の通りであるが回答者数166

名について之を地域的に見ると

北海道14

東北31（青森、秋田、岩手､宮城、山形､瀬島）

關東23（東京、訓奈川、埼王千葉、茨城、栃木、
群馬）

中部3鱗(静岡､山梨､長野､愛知,岐阜､新潟.滴川、

禰井、富山） ，
近畿26〔京都､大阪､兵庫､和歌山､奈鱈三軍､滋賀）

中國10（岡山、庇島、山口、鳥取、島根） ．

四國 8（徳島、詞11m愛媛、高知）

九州15（輻岡､佐賀､長崎､熊本､大分､宮崎､鹿児島）
口

以上の中各都道府縣別に見て回答戯の多かったのは北海
道〔14〕、長野、秋田(各12)、東京《10)、山形8)，等であ

鳥繍驚辨つ庭の憾冨山･島根､筒知､読岡･長
叉回答の職域分布を見れば

誉林局署56（33.7％)､内局21.鵜27.擢當畷8）

地方露開係60（36.2％）

學 校19（9.6％）

試験場關係12（7.2％〕・

林野臆1（0.6％）

其の他の官廉1(0.6％）
會 祉 2(1.2%)
関 篭13(7.8％）（内森林組合關係11〕
自 菅1（0.6％）
不 明 4．(2.4％〕

上の分類によって略を本誌に對する關心の程庭を窮知出

來るのであるが､各職域毎の曾員数に鋤こして見れば大臘
栩應した数字であると云ふことができよう。

即ち今回の調査は回答者の数こそ肱か1.5％に過ぎず、
極少の憾承は蕊れないが､地域的に見ても、叉職域的に見

ても略を普遍的に配分され、總意の在る所を或る程度ま~G
代表して居るものと言えるであらう。

林業技術「世論調査」の報告
去る本年2月本誌(102銃)~を通じて蛍施し封世論調査の

結果を次の通り報告する｡、

回答数 166通

答回

〔問1〕幾裁・組み方等に關して

（答〕イ、現在の磯でよい 65．1％
ロ、改めた方がよい 39.2％

1． 表紙をもつと明るくする 31.9％

2． 版を小さくする 1戯3％

3．活字を大きくする ・ 10，8､‘
4．縦組にする 4.2％

ハ、その他に氣付の鮎を書いて下さい

用紙を良くせよ 16.3％

上記の％の数字膝何れも回答綱欺166に對する百分率

である。

〔イ》と〔ロ)の合計が100‘を超過するのは中に重複して

回答されたものがあったからである。即ち現在の総でよ

いが砦干改めたい鮎もあると云う意であらう。
以上の結果を綜合して見ると若干不充分な鮎もあるが

大艘E則伏の雛でよいと云う結論のようである。

〔問2〕内容や編集振りについて

（答）イ、略為現状でよい 50.6％
ロ、内容が貧弱である 19.9％

ハ、内容は相常ある 23.3％

二、もつとz膜易にせよ 42.2％
ホ、岡表をもつと多くせよ 42.2％

へ、岡表は要らない ’6.0％

ト、数字が多すぎる 8．9％
チ、数字が少い 17.6％

以土の各項目の中「不要の項目を消す」ことによって本
間についての批判を求いたものであって、前述同様全回答

数に對する各項目毎に希望の％である。

本間についても各種有益な示斐が得られたが、「略盈現

状でよい」としても更に一段と改善の餘地があることを痛
感する。

燗3〕興味を持って讃む記事〔順位を付して下さい）
本題は本誌の記事を大別して22種類としその各項目

を掲げ、それに順位を付す様求めたものであ．るが、之の

結果を求める方法としては各回答毎に第1位から第5位
ま糧を最も興来を持って澱まれるものと解し、各項目の
5’位までに現はれる庇数を以て熟倣とした。

1．研究發表 139熟
2．調査報告 111
.3． 論 説 103
4．解読的な記事 98
5．港・頭言 63
6．誰座的な記zlド 58
7．質疑雌答 － 32
8．座談會 30
9． 林業に關速を持つ林業以外の記事29

一

毎
一
鑑

1

－

昭和26年8月5日印刷 、頒慨40間
昭和26年8月10日發行 （溌料共）

林 業技術 第'14銃
（改題第21銃・發行部数11,100部）

編集發行人松 原 茂
印刷人水野義男

印刷所三立印刷株式曾賦
一一＝～一一ま～一～一 ＝～一一へ一一

献團法人日本林業技術協會
東京都千代田瞳永田町2丁目1番地
電話(5の1508番・振菩東京60“8番

發行所
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』林業普及叢書(林野臆研究普及課編）
集 円〒円
1仰木重藏施業案の話 10 6

2原口亭たれの話 40 6
3小野。松原く る み 50 6

称業解説シリーズ(林業解説編集室編）

林業技術叢書（日林協編）
鰻
１
３

円〒円

森林土木(林道の設帯bl30(會員120)12

野輔鵠驫）
55〔曾員50〕6

森林組合の在り方 40 6

栂物の生理と鍵kの憧際 110 12
〈會員ﾕ00〕

溌灘熱識源〕（會員6の
70 6

森林の鑑因子 I00(曾員90)12

照査法の濁潅 80(曾員70〕12

油桐と桐油 80(會員70)12

魚附林の研究 110(會員100)12
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4大崎六郎
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加納一郎坑 木

植松健輸出木材事情

編集室北海道森林統計圖表

諸名家景観八十年

仲野光吉防雪林

吉良龍夫日本の森林籍改訂版）

加納一郎世界の森林資源

今西錦司常緑庚葉樹林

館脇操阿寒國立公園

犬飼哲夫野 鼠

齋藤錬一地上の雪

近藤助北方針葉樹林

金森功成森に働く人糞

三浦辰雄日本林業随想

内田登一 綴

清水元最近のアメリカ林業

吉良龍夫落葉針葉樹林

総井專次樹病診箇

中村賢太郎北方天然生詠の施業

高橋喜zF森林の雪害

緬井專次木材腐朽

’今西錦司いわなとやまめ

島田錦蔵新森林法とこれからの民有林

加留部善次ナラ材の在り方

中村賢太郎鐙林物語

岡崎女彬蓄穣と成長量の正しい測り方

其 の 他

6藤村重任

7田中波慈女

8岡崎女彬

9片山佐又

10飯塚肇

林業技術愛リｰズ(鱸愚騒議）
No．

1

■
働

伊藤一男郷層針葉樹繼徴の立枯購 鍾

岸本定書鱗馴暗黒炭窯の瀧築に就て 25
慶野金市どんぐりの味噌製造に開する研究25

C

佐藤邦寶讓滋根頭癌腫病披篝綱査報皆35
武田築俊水源の雨量に就て 45
藤林誠・外2名ヒノキの抜根に開する研究40

堀岡・菊地合板用ヴイスコース接蒲割 30

河田悉蘇肇'年生造林の成綴 30
平田徳太郎水資源と森林 75
藤田信夫とちの化學 20
王手三棄詳森林の風害 3O
犬飼・上田森林と野鼠 20

川口武雄山地土壌侵蝕 25

飯塚肇防風林 45

小倉武夫木材の乾燥 8o
伊藤一雄苗畑病害論（1.織命） 75
両田憲木炭の話 30
伊藤清三糠殊林産物の需給と栽培〔需給編）

50

四手弁・高橘稜雪と森林 100
塘隆男苗畑土壌と施肥 80

日高識fまつけむし 60

小出博山地荒溌と地質 15O
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丸太材積表

私達の森林
昭和25年度林業技術普及員
餐陥認雷鹸問題集
昭和25年度林業經瞥指導員
試験問題翼解答付）

日本の森林賓源問題

蕊謡灘鰯する研究
第一次國有林統計醤

32 6
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50 6
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600寅蓋

50030

日林協版

私達の森様刊行曾

林野薦編
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譽鵜慧琴報告日本の森林資源問題
B5版．91頁・園表多数

償200圓（曾員エ80圓）〒20回

〔丙容〕森林資源の現況(森林炎源の鍵貌・所有閥係より見た森林資源・利用厘分より見た森林賓源、生産

力縮少の諸要素･森林荒陵の現況）○國土保全と森林炎源（治山、治水、利水の一瑠上・山地荒應

の影響･流域保全の問題･林地保全と生産化の問題)○林産物の需給(需給の推移･主要産業と森

林資源･燃料と森林蚕源）○木材貿易の諸問題○森林保全への這○結言

黄源調査會の森林部衝｡(部會長は松川理事長）が日本の森林費源のあらゆる問題について検討を加え約1ヶ

年の日時を費して完成した報告書である。現在に於ける最も新らしい、最も潅威ある賓料として林業の現況

や將來に開する人に取っては必讃の書である。木曾は特に資源鯛査會の許可を得て之を一般に頒布すること

lこなった。
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林野聴編第'次國有林野統計書
B5版。207頁・慣500圓・〒30m

從來の國有林I劇亡關する年次統計書であった「國有林野一班」は昭和15年版第23次を前後として停止さ

れ､爾後國有林に關する統計書は絶無の磯であった。その後、昭和22年に林政統一力端はれ同時に轄別曾

計となったが謂は壁新機構に於ける始めての國有林野統計である。

（本譜は極少部数しか出版しません）
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林葬試轄高島窪場壽山火事の消防法
償130圓〒12圓

山火事の数多くの事例について→燕消火方法を述べ又溌防に關・しては防火線の設定その他を具艘的に説明し

たものである。‐ 頒
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林業解説シリーズ

蕊譽葵驫墓造林ものがたり
償30画 〒12圓
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